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プロローグ　二人の妹







「た、大変です！　お兄さま！」

　とある平日の朝。

　鳶とび色いろの髪かみを持つ少年、皐さつき羽ば空そら太たは妹の一声によって目を覚ます。

　声のした方向に目を向けると、パジャマ姿の愛あい海りが何やら只ただ事ごとではないといった雰ふん囲い気きで玄げん関かんの前に立っていた。

　ヒラヒラとしたレースのついているそのパジャマは、空太に選んでもらって購こう入にゆうした愛海のお気に入りのものである。

「どうしたよ急に。とりあえず少し落ち着けよ」

「これが落ち着いていられますか！　お兄さま。まずはこれを見て下さい！」

　愛海はポケットの中から取り出だしたチケットを空太に見せつける。

「えーっと。なになに。オクタヴィアに新設される大型プールの団体向け優先入場券？」

「はい！　今朝、男だん子し寮りようのポストに入っていたんですが……不思議な点がありまして」

「と、いうと？」

「このチケットは差出人が不明なんですよ！　ポストの中に入っていたので、愛海たちに向けられて送られたものであることは間ま違ちがいないと思うのですが……」

「なるほど。たしかに妙みような話だな」

　空太が呟つぶやくと、ベッドの上の布ふ団とんがモゾモゾと動き始める。




「……お兄ちゃん。どうしたのですか？」




　欠伸あくびを噛かみ殺ころすような表情で布団の中から現れた金きん髪ぱつの少女は――魔ま術じゆつ省しように造られた戦せん闘とう用ようアンドロイドのイクイクである。

　プロジェクト・ルミナスという計画によって生産された彼かの女じよは、人間と変わらない肉体を持ちながらも極きわめて高い戦闘能力を有していた。




「な、ななな！　お兄さま！　これは一体どういうことですか!?」




　恋こい人びとの浮うわ気き現場に遭そう遇ぐうしたかのような様子で愛海は尋たずねる。

「ん？　イクイクと同じベッドで寝ねているだけだけど……それがどうかしたのか？」

「どうかしたのか？　じゃ、ありませんよ!?　一大事じゃありませんか!?」

「なんだよ。大おお袈げ裟さなやつだな。パジャマ姿の同居人が寝ぼけてベッドに入るくらい別に普ふ通つうのことだろ？」

「…………」

　さもそれが当然のことだといった感じで空太は言う。

　オクタヴィアに存在する演えん武ぶ学園には三千人の生徒が在ざい籍せきしているが、その中で男子生徒は空太一人のみである。

　男女比一対三千という異常な環かん境きようで生活を送り、女性たちに好意を寄せられ続けた空太の常識は次し第だいに浮うき世よ離ばなれしたものになっていった。




「おはようございます。お兄ちゃん。さっそくですが何い時つものアレ……やっても良いでしょうか？」




「なんだよ。またか。仕方のないやつだなぁ」

「……ありがとうござます。お兄ちゃんの体に触ふれていると、今日も一日頑がん張ばろうという気落ちになれるのです」

　イクイクは許可を取ると空太の背中に手を回しピタリと体を密着させる。

　幼い顔立ち＆小こ柄がらな体たい躯くの割にイクイクの胸は驚おどろくほど大きい。

　そんなイクイクが後ろから抱だきつくものだから、空太の背中に密着した二つの大きな胸はムニュリと形を変えることになる。




「な、ななな！　お兄さま！　これは一体どういうことですか!?」




「なんだよ。大袈裟なやつだな。パジャマ姿で早朝のハグをするくらい別に普通のことだろ？」

「そんな普通があってたまりますか!?」

　愛海のツッコミが空太の部屋に響ひびき渡わたる。

　立て続けにイチャイチャを見せつけられた愛海のイライラは、ピークに達しようとしていた。




（……な、なんということでしょう。たしかに愛海としてもお兄さまが肉食系男子に変へん貌ぼうしてくれることを望んでいたわけですが……。期待していた感じとは違ちがう方向に進化してしまったようです）
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　等などと愛海が考えている一方で、イクイクは不思議そうに小首をかしげる。

「ところでお兄ちゃん。先さき程ほどから気になっていたのですが、プールとは一体どんなところなのでしょうか？」

「あれ。もしかしてイクイクはプールを知らないのか？」

「スィ。人工的に水をためた遊ゆう戯ぎ施し設せつという言葉の意味だけは知っているのですが、実際に見たことはありません。どうして水をためただけの場所に人が集まるのでしょうか？　蚊かと同じような理り屈くつでしょうか？」

「……それは少し違うかな。こういうのは口で説明するよりも実際に目で見た方が早いと思うぞ」

　空太は妹の方に視線を向けて。

「なあ、愛海。ちょうど良い機会だし、そのチケットを使って皆みんなでプールに行ってみないか？　明日から夏休みだし。どうせお前も暇ひましているんだろう？」

　地上の学園と比べて日数こそ少ないが、演武学園にも夏休みの制度は存在している。

　それというのも演武学園には、フェリシアを始めとして外国からの留学生が多く――。

　彼女たちに帰省する時間を与あたえるためには、どうしてもまとまった休きゆう暇かが必要になってくるからである。




「む～。たしかに愛海的にもその提案は願ったり叶かなったりなのですが……」




　愛海は不ふ機き嫌げんそうに頬ほおを膨ふくらませる。

　空太と一いつ緒しよにプールに行くということ自体は吝やぶさかではないのだが――。

　自分のためではなく、イクイクのために出した提案ということが気に入らない。

　同じ妹ポジションであるイクイクを一方的にライバル視している愛海にとって、空太の態度は釈しやく然ぜんとしないものがあった。

「分かりました。仕方がないですね。お兄さまがどうしてもと言うのでしたら……その提案を受け入れましょう」

「……なんだよ。急に態度が大きくなったな」




「ただし！　それには一つ条件があります！」




　愛海はそう前置きをした上で空太の右みぎ隣どなりに寝ね転ころんだ。

　左隣にイクイク、右隣に愛海をはべらせている状じよう況きようは、両手に花としか形容のできないものであった。

「愛海も久しぶりにお兄さまと添そい寝をしたくなってしまいました。だから今日はもう少しだけ……こうしてのんびりしていませんか？」

「ああ。まあ、そういうことなら別に構わないぞ」

　空太は素す直なおに妹の条件を聞き入れることにした。

　ここのところ慌あわただしいことが多く妹を構ってやる時間を作ることができなかった。

　たまには妹のワガママに付き合うのも悪くはないだろう。




（お兄ちゃんの体。ポカポカと温かくて気持ちが良いです）

（お兄さまの近くにいると、不思議と心が癒いやされます）




　実じつ妹まいと義ぎ妹まい。

　二人の妹の体に挟はさまれた空太の意識はゆっくりと闇やみの中に堕おちていく。

　それから。

　寝ね心ごこ地ちの良さに負けた空太は、学校に遅ち刻こくして担任の教師にコッテリと絞しぼられるのだが――。

　それはまた別の話である。







第一話　夏休み前の転校生







「ねえねえ。夏休みの予定って何かある？」

「う～ん。私は特にこれと言って何も。強しいて言うなら東北にある実家に帰るくらいかな？」

「……色気のない返事だなぁ」

「も～。それは言わない約束でしょ！　仕方がないじゃない！　こんな学園で生活をしていたら彼かれ氏しなんて出来るはずがないんだから！」

　夏休みという学生たちにとっての一大イベントを控ひかえたその日の教室は、何時にも増して慌ただしいものがあった。

「ねえねえ、皐さつき羽ばくん！　皐羽くんは夏休みもずっと天空都市にいる予定なの？」

「ああ。まあ、今のところはそのつもりかな」

　演えん武ぶ学園の生徒が外に出るためには何かと面めん倒どうな手続きが必要らしい。

　そういう事情もあって空そら太たは、今年の夏休みは天空都市の男子寮で過ごすことを決めていた。

「やったぁ！　ならさ今度の日曜日に私と何処どこかにお出かけしない？」

「ちょっと！　ずるいわよ！」

「そうよそうよ！　皐羽くんは一年Ａクラス全体の共有財産！　その存在は既すでに人間国宝なんだから！　勝手に抜ぬけ駆がけは許されないのよ！」

「…………」

（いつから俺おれは……このクラスの人間国宝になったんだよ）

　この立場のおかげで無用なトラブルを避さけられている気がしないでもないのだが――。

　空太としては釈然としない気持ちであった。




「――静せい粛しゆくに。夏休み前日だからといって浮うかれるでない！」




　慌ただしい教室の雰囲気を感じ取ったのか、教きよう壇だんに立った教師は厳しい口調で喧けん騒そうの中に声を通す。

　メガネをかけたその女性の名前は沖おき浦うら静しず流る。

　空太たち一年Ａクラスの担任教師であり、若くして学園長の右みぎ腕うでと呼ばれるポジションに就つく才さい媛えんである。

「あー。諸君らも既に知っていると思うが、明日から我わが学園は夏季休暇に入ることになる。けれども！　我々は国民の命を預かる空装騎き士しを目指す立場にあるのだ。夏休みだからといって浮うわついた真ま似ねは――」

　そこから先は、生徒たちにとって馴な染じみ深ぶかい定型句が続くことになる。

　お決まりの定型句を耳にした生徒たちが睡すい魔まに襲おそわれそうになった直後であった。




「――さて。それでは一通り話が済んだところで転校生を紹しよう介かいしたいと思う」




　静流の言葉を受けた生徒たちは一いつ瞬しゆん、何を言われているか理解することが出来ずに唖あ然ぜんとしていた。

　けれども。

　時間を置いてから静流の不可解な台詞せりふに対して疑問の声を上げ始める。

「え。今なんて」

「転校生？　転校生って言ったの!?」

「どうしてこのタイミングで？」

「聞きき間違いじゃない？　明日から夏休みなのよ？」

　そもそもの前提として。

　空装騎士の育成を目的とした演武学園に、転入生が入るというケース自体が極めて稀まれなことであった。

　生徒たちの騒さわぎ声を裂さくようにして教室のドアが開く。




「バイルシュタイン。前に出て自己紹しよう介かいをしろ」




　静流の指示に従って最初に教壇に登ったのは、無造作に伸のびた銀ぎん髪ぱつが印象的な少女だった。

　最初に目についたのは演武学園の規定のものとは違う見覚えのないデザインの制服である。

　背は低い。

　おそらく身長は、百五十センチにも満たないだろう。




「……ユーナ・バイルシュタインだ」




　銀髪の少女は簡潔に自分の名前を口にすると、鋭するどい眼光を生徒たちに向ける。

　彼女の態度は明らかに好意的なものではなさそうであった。




「諸君らの中には既に知っている人間もいるかもしれないが、バイルシュタインは、《転移》領域ドメインを司つかさどる七星騎士になる。色々と事情があって彼女のことを暫しばらく我々の学園で預かることになった」




　静流の説明を受けた生徒たちはザワつき始める。

　空太もまた、静流の言葉に衝しよう撃げきを受けた人間の一人であった。

　夏休みを前にして、転校生がやってくるというだけでもインパクトが大きいのに――。

　その内の一人が空装騎士の一人とあっては衝撃が二倍である。

「そう。あの子が例の……《銀ぎん弾だんの妖よう精せい》だったんだ」

「もしかして彼女のことを知っているのか？」

　空太の質問に反応して空太の方に視線を向ける紅あか髪がみの少女の名前は、フェリシア・フォン・フランベルク。

　数多あまたいる空装騎士たちの頂点に立つ七星騎士の一人。

　炎ほのお領域の魔術を扱あつかえば、世界最強の実力を誇ほこるとされる少女であった。

「うん。銀弾の妖精というのは……」

「銀弾の妖精というのは、空装騎士としての彼女のコードネームのようなものよ。

　ユーナ・バイルシュタインといえば、私たちの世界では知らない人間がいないくらいの有名人。

　ロシアと中東の国々が中心になって設立した魔術機関――国際魔術連合ＩＭＵに所属している七星騎士の一人よ。

　学生という身分でありながら特例で戦場に単独派は遣けんされることが許された唯ゆい一いつの存在で、過去に《鬼災ホロコースト級クラス》が率いる禍か鬼きの軍勢を単独で討とう伐ばつした実績から、七星騎士の中でも『最強』という評価を受けているの」

　フェリシアを遮さえぎるようにして説明を始めた少女の名前は雪ゆき城しろ冬ふゆ華か。

　数多いる空装騎士たちの頂点に立つ七星騎士の一人。

　空太の幼おさな馴な染じみにして、水領域の魔術を扱えば世界最強の実力を誇るとされる少女であった。

「そうか。そんな凄すごいやつがウチの学園に……」

　ユーナという少女から放たれるオーラには、幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを掻かい潜くぐってきた強つわ者もの特有のものがあった。

「教えてくれてありがとう。助かるよ、冬華」

「別に。礼を言われるほどのことはしていないわ。私はクラスメイトとして当然のことをしたまでですもの」

「…………」

　澄すました顔の冬華とは対照的にフェリシアは釈然としない様子であった。

「な～にが！　クラスメイトとして当然のことをしたまでよ！　いいこと、雪城。空太は他ほかでもないこのアタシに質問をしてくれたんですから！　部外者は口を挟まないでもらえるかしら？」

「可哀かわい想そうに。これくらいのことでムキになってしまうなんて……。そういえば最近は、空太の周囲に大勢の女性が集まって……フランベルクさんが空気化しているものね。少しでも空太にアピールしたいその気持ちは分からなくもないのだけれど……」

「だ、誰だれが空気よ!?　たしかに男子寮が完成してからルームメイトの関係は崩くずれちゃったけど……」

　フェリシアは思う。

　今にして思えば、空太を独どく占せんしている立場にありながらも決定打を放つことが出来なかったのは痛手であった。

　もう少し自分の気持ちに素直になっていれば、空太との関係も進んだものになっていたかもしれない。




「あらあら。いよいよ自分のことを客観視できなくなってしまったのね。フランベルクさんは胸にばかり栄養がいって頭が回っていないんじゃないかしら？」

「そっちこそ！　おかしなことばかり言わないでもらえるかしら？　それとも雪城は尻しりにばかり栄養がいって頭が回っていないんじゃないかしら？」




「「………………ふんっ！」」

　フェリシアと冬華は互たがいにピリピリとした空気を放ちながらもプイと顔を背そむける。

　彼女たちの会話がふとしたことをきっかけにして、口論に発展してしまうのは珍めずらしいことではない。

　二人の性格は、それこそ炎と水のように相あい容いれないものがあった。




「皐羽、少し良いか？」




「……はい。なんでしょうか？」

　唐とう突とつに名前を呼ばれた空太は、席を立って静流の元に向かう。

「すまないが、彼女の転校は何かと急な話でな。生活する部屋を確保することが出来なかったのだ。バイルシュタインには当面、男子寮で生活してもらうことになったので、皐羽には彼女の面倒を見てもらうことになる」

「……まあ、なんとなくですけど、そんな気がしていたところでした」

　空太が男子寮に移ったのは、男子と女子が一つ屋根の下で暮らすのは不健全という理由によるものであったのだが――。

　当初の目的は既に形けい骸がい化かしているようである。

　男子寮とは一体なんだったのだろうか。





×　×　×






　授業が終わって放課後。

　何はともあれ明日からは夏休みである。

　これで暫く授業がないことを考えると、嬉うれしいような寂さびしいような複雑な気分であった。




「そういうわけでお兄さま！　今日は男子寮の新メンバーの歓かん迎げい会かいを開きますよ！」




　一体どこから情報を仕入れたのやら。

　寮りように戻もどると、制服の上にエプロンを羽織った愛あい海りが突とつ拍ぴよう子しもない提案をした。

「いや。何がそういうわけでなのか全く分からないのだが」

　尋ねると、愛海が珍しく真しん剣けんな面おも持もちで告げる。

「あのですね。これは他ならぬお兄さまのために言っていることでもあるんですよ？」

「どういうことだよ」

「お兄さまが思っている以上に女の子同士の関係は難しいのです！　ただでさえお兄さまを巡めぐって複数の女性がギクシャクしている状態だというのに……更さらに新しい女の子が入ってきたら修羅場に発展しかねません。

　ここは一つ！　歓迎会という場を設けて女子メンバーの親しん睦ぼくを深めておくのが最善だと思います」

「……なるほど。そういうことか」

　誠まことに不本意ながらも妹の言葉には妙な説得力があった。

「けどさ。いきなり歓迎会といっても急に準備なんか出来ないんじゃないか？」




「ノン。その点でしたら問題ありません」




　突とつ如じよとして現れ、空太の疑問を否定したのはイクイクであった。

　イクイクは何な故ぜか、以前に身に着けていたものと同じメイド服にオプションの犬耳を追加した姿で一階のロビーに顔を出していた。

「お兄ちゃん。歓迎会の準備に関しては全すべてワタシたちにお任せ下さい」

　イクイクが意味深な言葉を告げると、何処からかドタドタという足音が聞こえてきた。

　その直後。

　ドタドタと音を立てながら二階から階段を下りてきたのは、メイド服を身に着けた六人のルミナスであった。

「そうか。この人数で作業をすれば何とかなるの……かな」

「スィ。ですからお兄ちゃんが心配する必要はありません」

　魔術省によって造られた戦闘用アンドロイドであるルミナスには、合計で五千人以上の同どう胞ほうたちが存在していた。

　彼女の中には戦闘に特化したイクイクのような個体もあるが、サポートタイプの個体も存在している。

　今回イクイクが呼び出したのは、彼女の仕事を補ほ佐さするサポートタイプの個体であった。

　たしかに七人のルミナスによる人海戦術を用いれば、歓迎会の準備を間に合わせることは難しくないだろう。




「くりゅりゅ！　くりゅりゅ！」




「ちなみに今回はクルクルも手伝ってくれるそうです」

「……そ、そうか。それは心強いな」

　イクイクの傍そばに擦すり寄よる小動物は、ワタアメネコのクルクルである。

　全身を白色の体毛に包まれたワタアメネコという生物は、その独特のフォルムから地上で根強い人気を有している。

　故ゆえあって空太は、このネコの面倒を男子寮で見ることにしたのであった。

「フェリシアさんと冬華さんに関しては愛海の方から声をかけておきますので。後のことはお兄さまにお任せしても良いでしょうか？」

「……分かったよ。ユーナを誘さそってくればいいんだな」

　妹に催さい促そくされた空太は、一度部屋に戻って準備を済ませてから二人に声をかけに行くことを決意するのであった。





×　×　×






　それから暫く時間が経過した後。

　空太はユーナの住んでいる３０１号室にまでやってきた。

　ノックをするが反応はない。

　人の気配はするので彼女が帰宅しているのはたしかである。

　反応がないということは、気付いていないか、無視をされているかの二択たくになる。

　空太としては出来れば前者であって欲ほしいところであった。




「ユーナ、邪じや魔まするぞ？」




　今回の勧かん誘ゆうに必要になるかもしれないということで、妹から強ごう引いんに貸かし渡されたマスターキーの出番がきたようだ。

　空太はカードを翳かざしてカギを開けると、おそるおそるドアノブを回す。

　部屋の中は全く灯あかりが点ついておらず、暗くら闇やみに目が慣れるまでに時間がかかりそうであった。

　空太が３０１号室の部屋に足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん。

　プツンと糸が切れたような音がするのと同時に無数のナイフが飛来する。




（……トラップか!?）




　咄とつ嗟さに攻こう撃げきを感知した空太は、腰こしに差した大おお太た刀ちの鯉こい口ぐちを切り、飛んでくるナイフを打ち落とす。

　その直後。

　空太は自らの首筋に冷たい何かが当たるのを感じた。




「……どういうことだ。なぜ貴様が此こ処こにいる」




　３０１号室の住人、ユーナ・バイルシュタインは、何時の間まにやら小こ太だ刀ちを手に持ち空太の背後に回り込こんでいた。

　人感センサーに反応した灯りが遅おくれて玄関の暗闇を照らす。

　光に照らされたユーナの肌はだは驚くほど白かった。

「物ぶつ騒そうなことをするんだな。家の中にトラップを仕し掛かけるなんて正気の沙さ汰たとは思えない」

「ふんっ。貴様たちが平和ボケしているだけだろう。職しよく務む柄がら、我の命を狙ねらう人間は多い。警けい戒かいしない方がどうかしている」

　空太に敵意がないことを察すると、ユーナは首筋に当てていた小太刀をスカートの中の鞘さやに納める。

　暗器を好んで使うユーナのスカートの中は、古今東西の様々な武器が隠かくされていた。

「それで一体……我に何の用だ？」

「ああ。そのことなんだけど。一階のロビーでユーナの歓迎会をやろうと思うんだ。良かったら参加しないか？」

　空太の提案を聞いたユーナは、不ふ愉ゆ快かいそうにギシリと歯を噛みしめる。
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「……くだらんな。今いま直すぐこの場から立ち去れ。我は貴様たちと馴なれ合あうつもりは毛ほどもない」

「そうか。まあ、無む理り強じいはしないよ。もし気が変わったら一階に下りてきてくれよ」

　空太が３０１号室から立ち去ろうとしたその時であった。




「皐羽空太……か。あの人の息むす子こということで少しは期待していたのだけどな。とんだ期待はずれだった。あの人の強さは……こんなものではなかった」




　ユーナの言葉を聞いた空太は、目の色を変えて彼女の元に詰つめ寄った。

「お前……もしかして親おや父じのことを知っているのか!?　教えてくれ！　親父について知っていることがあるなら全て！」

　空太の義父である皐羽鉄てつ心しんという男は、二年前から忽こつ然ぜんと消息を絶っていた。

　空太は父親の行ゆく方えを追っていた。

　何故なら空太の《神聖剣アークブレイド》の能力について、鉄心ならば何か知っていることがあるのではないかと考えたからである。

「さえずるな。先に言った通り我は、貴様たちのような弱者と馴れ合うつもりはないのだ。分かったら今すぐ我の前から消えろ。目め障ざわりだ」

「…………」

　どうやら頭を下げれば教えてくれるという雰囲気でもないらしい。

　強引に迫せまって彼女の心象を悪くすれば、余計に情報を得ることが難しくなるかもしれない。

　そう判断した空太は、渋しぶ々しぶとユーナの前から引き下がることにした。




（……オクタヴィアに来たのは失敗だったな。この国の人間たちは、いくらなんでもレベルが低すぎる）




　世界的に見て日本は禍鬼による被ひ害がい者しやが少ない国であると言えた。

　他国に先さき駆がけて魔術の研究を行ってきた日本は、禍鬼による犠ぎ牲せい者しやの数を最小限に抑おさえることに成功している。

　一方でユーナの生まれ育ったロシアは、先進国の中でも禍鬼による被害が甚じん大だいであった。

　魔術の発達速度では日本に及およばなくても、国民が有している危機感が違う。

　日本に留学をした当初は、最さい先せん端たんの技術に触れられることを好意的に捉とらえていたのだが――。

　強大な力を有するあまり、平和ボケしている日本の人々に対してユーナは辟へき易えきしていた。




（やはり……レベルの低い連中の相手をするのは疲つかれるな）




　空太が去ったことを確かく認にんしたユーナは、ベッドの上に腰を下ろして自身の愛刀を鞘から抜く。

　幾多の戦闘を経験した彼女にとって武器の手入れは、毎日欠かすことのできない習慣の一つになっていた。

「む。なんなのだ……この傷は……？」

　ユーナはそこで自らの愛刀に一本の斬ざん線せんが入っているのを確認する。

　何事かと思って傷口に触れた直後。

　ユーナの小太刀はバリバリとガラスが割れるように砕くだけ散ちった。




「まさか……あの男、我の奇き襲しゆうに対応していたというのか……!?」




　単なる鉄クズを破は壊かいするのとは訳が違う。

　ユーナの愛用している小太刀は、禍鬼の肉体にも傷を付けられるように改良した特とく殊しゆな金属を使用しており――。

　普通の刃は物ものとは比べものにならない強度を秘ひめたものであった。




「皐羽空太……か……。まったくもって……いけすかない男だ」




　誰もいない部屋で呟つぶやくと、ユーナは無言のまま横になる。

　ベッドの上にいる彼かの女じよは心なしか満足気な表情をしていた。







第二話　水上の攻こう防ぼう







　此処は、天空都市の中でも多くの商業施し設せつが設立された第三区画のエリアである。

　第三区画の裏通りに位置する場所に、値段が手て頃ごろで演えん武ぶ学園の生徒たち行きつけの喫きつ茶さ店てんがあった。

　燃えるような紅あか髪がみを持つ少女、フェリシア・フォン・フランベルクはその店で生クリームがたっぷりのった特製のコーヒーフロートを注文していた。

　見ているだけで胸焼けを起こしそうなドリンクは、フェリシアのお気に入りの一品である。




「なるほど。それでシアは、ターゲットのＳ太という男と一緒にプールに行く約束をしたというわけだな！」




　フェリシアの対面に座すわるショートカットの少女の名前は、逢おう坂さか凛りん奈な。

　サバサバとした男おとこ勝まさりな性格をした彼女は、フェリシアのクラスメイトにして中学時代から付き合いのある友人であった。

「……え、ええ。まあ、かいつまんで話をすればそういうことになるわね」

「凄いじゃないか！　男と二人でプールに行くなんてシアは大人の女だな！」

「ふふん！　アタシにかかればこんなものよ！」

　大きな胸を張って得意顔になるフェリシアであったが、その内心は罪悪感で一いつ杯ぱいであった。




（言えない……。本当は男だん子し寮りようのメンバーで遊びに行くだけなんて……今いま更さらそんなことを言い出せる雰ふん囲い気きではないわ……）




　ここ最近、フェリシアは凛奈に対して恋れん愛あい相談を持もち掛かけるようになっていた。

　友人想おもいの凛奈は親身になってフェリシアの相談に乗っていたのだが――。

　恋こいに鈍どん感かんな彼女は、フェリシアの想い人が同じクラスの空そら太たであることに気づいてなかった。

「それでアタシとしては次のデートで勝負に出たいと思っているのよ」

「なあ。参考までに聞きたいんだけど、シアはそのＳ太という男と最終的にどうなりたいと思っているんだ？」

「どうなりたいって……。難しい質問ね……」

　フェリシアはそこで改めて自分の気持ちを整理してみる。

　最終的に自分は空太とどういう関係になりたいのだろうか？

　恋こい人びとになりたいの一言で表現できるような単純な感情でもないような気がする。

「上う手まく言えないけど……アタシが感じているドキドキの十分の一でも……その人にドキドキして欲しいのだと思うわ」

　両手の指をモジモジと絡からませながらも打ち明けるフェリシアの表情は、同性の凛奈が視みてもドキドキする程ほどの色気を含ふくんでいた。

「よし分かった！　プールデートのことならオレに秘策がある！　Ｓ太の攻こう略りやくのことなら、この凛奈さまに任せておけ！」

「本当!?　リンナがそう言ってくれると心強いわ！」

「…………」

　凛奈の手を取って満面の笑えみを見せるフェリシア。

　一方の凛奈は、俯うつむき気味に目を伏ふせながらもフェリシアに悟さとられないよう黒い笑みを浮かべていた。




（……ククク。これでシアがＳ太という男とくっ付けば、沙さ紀きはもっとオレのことを見てくれるに違ちがいない）




　凛奈は小学生の頃ころからの幼馴染である霧きり崎さき沙紀という少女に恋こい心ごころを寄せていた。

　けれども。

　中学に進級してからの沙紀はフェリシアにベッタリの様子で、なかなか自分のことを見てはくれない。

　凛奈は思う。

　仮にもし、フェリシアに恋人が出来るようなことがあれば、沙紀の方もフェリシアから身を引くのではないだろうか？

　沙紀に対して密ひそかに思いを寄せる凛奈は、例によって密かに下心を抱いだくのであった。





×　×　×






　一方そのころ。

　見る者を凍いてつかせるほどクールな雰囲気の少女、雪ゆき城しろ冬ふゆ華かはフェリシアたちと同じ喫茶店にいた。

　特製のエスプレッソを注文した冬華は、二階に上がり、待ち合わせの相手が座るテーブル席に腰を下ろす。

　冬華の注文したエスプレッソには、当然のように砂糖もミルクも入っていない。

　一いつ般ぱん的てきな女子高生の好みから大きく離はなれたドリンクは、冬華のお気に入りの一品であった。




「なるほど。それで冬華ちゃんは皐さつき羽ばくんとプールに行くことになったのですね！」




「……ええ。まあ、かいつまんで話をすればそういうことになるわね」

　冬華の対面に座る黒くろ髪かみロングの少女の名前は、霧崎沙紀。

　大和やまと撫子なでしこ然ぜんとした雰囲気が印象的な美少女である。

「凄いじゃないですか！　二人でプールに行くなんて……皐羽くんとの関係は順調に進歩しているのですね！」

「ふふっ。当然。私にかかればこんなものよ」

　スレンダーな足を組んで得意顔になる冬華であったが、その内心は罪悪感で一杯であった。




（言えない……。本当は単に男子寮のメンバーで遊びに行くだけなんて……今更そんなことを言い出せる雰囲気ではないわ……）




　ここ最近、冬華は沙紀に対して恋愛相談を持ち掛けるようになっていた。

　友人想いで常に冷静なアドバイスをくれる沙紀の存在は、冬華にとって欠かせないものになっていた。

「とまあ、茶番はこれくらいにして。今回のデートはシアちゃんたちを含めた大勢で行く感じなんですよね？」

「ゴボォッ！」

　図星を突つかれた冬華は、注文したてのエスプレッソを喉のどに詰まらせる。

　超ちようが付くほど他人の心の機き微びに敏びん感かんな沙紀にとっては、冬華の心理を見み抜ぬくことなど容易たやすいことであった。

「なっ。何を根こん拠きよにそんなことを!?」

「乙女おとめの勘かんです！　なんとなく初心うぶな冬華ちゃんが男の子をプールに誘うのは難しいんじゃないないのかなぁ、と」

「クッ……。たったそれだけのことで……!!」

　沙紀の察しの良さは、未いまだにフェリシアの想い人であるＳ太が誰なのかを特定できていない凛奈とは対照的なものであった。

「状じよう況きようは把は握あくしました。私でよければ今回も色々と協力させて頂きますね」

　今回も見事に手玉に取られた冬華は、困こん惑わくした表情を見せる。

　一方の沙紀は、俯き気味に視線を伏せながらも冬華に悟られないよう黒い笑みを浮かべていた。




（……ふふふ。これで冬華ちゃんが皐羽くんとくっ付けば、絶賛失しつ恋れん中のシアちゃんを口説き落とす最大のチャンス到とう来らいです！）




　フェリシアに思いを寄せる沙紀は、例によって密かに下心を抱くのであった。





×　×　×






　翌日。

　ついにやってきた決戦の日。

　演武学園の男子寮メンバーは、天空都市の第三区画に新設されたレジャープールまで足を運んでいた。




「おお……。思っていた以上に立派な施設だなー」




　先に着き替がえ終わった空太はプールサイドに立って感かん嘆たんの声を漏もらす。

　天てん井じようは吹ふき抜ぬけになっており、太陽の日差しが入るような造りになっている。

　レジャープールというだけあって、ウォータースライダー・ジャグジー・サウナなどの様々な設備が用意されていた。

　その光景はさながら遊園地を見ているようである。




「お待たせしました。お兄さま」




　女子更こう衣い室しつから一番先に出てきたのは愛あい海りである。

　パレオの付いた桃もも色いろのビキニを身に着けた妹からは、非常に垢あか抜ぬけた可愛かわいらしさが感じられた。

「うっふ～ん。どうですかぁ。愛海の水着姿は？」

　愛海は胸の谷間を強調したポーズを決めながらも空太に向かってウィンクを飛ばす。

「いや。なんというか意外だった。お前のことだからてっきり非常識な水着を着てくるのかと思っていたんだけど。普ふ通つうに可愛い水着を選んできたんだな」

「あはは。嫌いやですよ～。お兄さま。清せい楚そで可愛い女子中学生であるところの愛海が、エッチな水着を着られるはずがないじゃないですか～」

　愛海は空太の前で愛あい嬌きようたっぷりのスマイルを浮うかべた後。




（ふふふ……。こういうシチュエーションでは、セクシーな水着よりも清純派路線が圧あつ倒とう的てきに男子受けが良いのですよ）




　クルリと背を向けて黒い笑みを零こぼす。

　計算高い愛海は、事前に男子受けする水着を徹てつ底てい的てきに研究した上で今回の勝負に臨のぞんでいたのであった。

「というか、此処のプールって俺おれたちしかいないのか？　他の客はどうしたんだろう」

「ああ。そのことなんですけどね。受付の人に聞いた話によると、なんでもこのプールの正式オープン日は明日らしいんですよ」

「おいおい。そんな場所に俺たちが入っても大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「問題ないらしいですよ。どうやら愛海たちが受け取ったチケットは、オープン前のプールに優先入場できるものだったようなので」

「…………」

　一体どんなコネクションがあれば、そんなレアなチケットを手に入れることが出来るのだろうか？

　これまでは深く考えていなかったが、男子寮のポストにチケットを送って来た人物の素す性じようが気になってきた。




「ところで話は変わるのですが……」




　愛海はそう前置きすると、持参したポーチの中をゴソゴソと漁あさり――。

「今回のイベントを盛り上げるためにも！　お兄さまにプレゼントを用意しました！」

「……えーっと。なんだこれ」

　突如として愛海が空太の手首に巻き付けたのは、小型のディスプレイが付いた銀色のブレスレットであった。

　よくよく見てみると愛海の手首にも同じようなブレスレットが付けられている。

「そのブレスレットは身に着けた人間の心しん拍ぱく数すうを測る特別な機能があるのです！　まあ、こういうのは口で説明をするよりも実際に試ためしてみた方が早いでしょうね」

　愛海はそう前置きをすると、空太の手を取り自らの胸に触さわらせた。

　空太の指先を受け入れた愛海の柔やわらかい胸はポヨヨンと形を変えることになる。

「……おまっ。何をやっているんだよ!?」

「出ました！　お兄さま！　モニターを見て下さい！」







　ドキドキ度　２パーセント







　ディスプレイには、可愛らしい丸みを帯びたフォントでそんな言葉が映し出だされていた。

「なんだよ。これは……」

「とまあ、こんな感じにこのブレスレットがあればお兄さまの興奮度を数値化することが出来るんです。誰がお兄さまを一番ドキドキさせることが出来るか競きそうのも、余興としては面おも白しろいんじゃないでしょうか」

「……またお前はアホなことを考えやがって」

　空太は心底うんざりしたような溜ため息いきを吐つく。

「ふふふ。それにしても意外です」

「何がだよ」

「妹のおっぱいを触ってドキドキするなんて……お兄さまは変態さんなんですか？」

　愛海は唇くちびるに手をあてて、男を誘ゆう惑わくするかのような挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮かべる。

　空太は『お前だけには変態扱あつかいされたくないわ』という非難の眼まな差ざしを送っていた。

「いや。それはないんじゃないか？　俺の心拍数は平常時でも10パーセント近くあるみたいだし」

「何ですと!?」

　空太の言葉を聞いた愛海はショックで膝ひざから崩くずれ落おちる。

「お兄さまをドキドキさせるどころか……逆に安心させてしまうなんて……。愛海のおっぱいは、お兄さまにとって母親の作ったお味み噌そ汁しるのような存在なのですか!?」

「いや。知らねえよ。そういうことは結果を出した機械に聞いてくれ」

　数値が低く出たのは咄嗟のこと過ぎて、ドキドキする暇ひまがなかったというのが一番の理由だろう。

　なんにせよ兄としての面めん目ぼくを保てたようで何よりである。




「空太！　待たせたわね！」




　愛海に続いて更衣室から出てきたのはフェリシアである。

　フェリシアはバスタオルで体を隠しながらも何処どこか浮うき足あし立だった様子であった。

「おう。フェリシアか。向こうの売店でお前の大好きなコロッケパンを売っているみたいだぞ？　泳ぎ終わったら食べにいこうぜ」

「え？　コロッケパン？　本当に!?　行く行く！　絶対に行くー!!」

　コロッケパンに釣つられてテンションを上げるフェリシアであったが、ふと我に返って冷静になる。

「って、ちがぁぁぁう！　いいこと空太！　アタシの体を刮かつ目もくしなさい！」

　バスタオルを脱ぬぎ去ったフェリシアは、惜おしげもなく水着姿を露あらわにする。







　ドキドキ度　30パーセント







　自身の最大の武器である胸をこれでもかと強調したデザインの水着は、空太の心拍数を上げていく。

「おおっと！　流石さすがはフェリシアさん！　さっそく本日の最高記録を更こう新しんしました！」

「ふふふ。アタシにかかればこんなものよ！」

　大きな胸を張って得意顔になるフェリシア。

　けれども。

　内心では思わずガッツポーズを取りたい衝しよう動どうに駆かられていた。

　先日の凛奈との会議によって導き出された結論は、『今回のデートの勝敗は水着で決まる！』ということであった。

　天空都市という特性上、オクタヴィアには水着を売っている店は少ない。




『任せてくれ！　オレがシアに似合う最高の水着を探してやるからさ！』




　凛奈からそんな心強い言葉を得たフェリシアは友人と共に四六時中、天空都市を歩き回り――。

　ついには自分に似合った水着を見つけることに成功したのである。




「なんだか妙みように騒さわがしいわね」




　フェリシアに続いて更衣室から出てきたのは冬華である。

　冬華の身に着けている水着は、どちらかというとオーソドックスな雰囲気のする白ビキニであった。

「これは意外！　冬華さんは正統派の水着で攻せめてきたようです！　しかし、これは良くも悪くもイメージ通りといった印象です。少しインパクトに欠けてしまのではないでしょうか！」

「ふん！　どうやら水着勝負の決着はついたようね。ドキドキ度は20パーセントにも達していないようだけど」

　冬華の水着に対して他ほかの女子メンバーは辛しん辣らつなコメントを残していた。




「あ。これは失礼。コンタクトを落としてしまったわ」




　冬華は膝を地に付けてコンタクトレンズを探し始める。

　その姿を見た空太は急激に心拍数を上げていく。

　何故ならば冬華のビキニは背面から見ると、お尻しりが丸出しになるＯバック風のデザインであったからである。

　そんな際きわどいデザインの水着を身に着けているにもかかわらず――。

　大きくお尻を突き出しながらコンタクトレンズを探すものだから、色々と大切な部分が見えてしまっていた。







　ドキドキ度　40パーセント







「なんと！　ここに来て最高記録の更新です！　冬華さん得意のお尻アピールによって土ど壇たん場ばで大逆転が発生しました！」

「ちょっと雪城！　貴方あなたそんなヤバい水着を何処どこで買ったのよ!?」

「……これは自分で作ったのよ」

「まさかの手作り!?」

　先日の沙紀との会議によって導き出された結論は、『今回のデートの勝敗は水着で決まる！』ということであった。




『任せて下さい！　私が冬華ちゃんの魅み力りよくを最大限に引き出す水着を用意してみせます！』




　手先が器用で女性用のコスプレ衣装を作製することを得意としている沙紀は、今回のデートのために水着を自作した。

　当初はその過激に過ぎるデザインに戸と惑まどった冬華であったのだが――。

『これを着れば皐羽くんもメロメロになること間ま違ちがいなしです！』

　という沙紀の押おし文句に言いくるめられ、今に至るというわけである。

「何か問題があったかしら？　今日は私たちしかいないんだし他人の目を気にする必要もないと思うのだけど。ねえ、空太？」

「……あ、ああ。そういうことになるのかな？」

　腕うでに手を回して密着攻撃を仕掛ける冬華を前にして、空太はタジタジの様子であった。







　ドキドキ度　70パーセント







「冬華さんの無む双そうが止まらない！　ここに来て更さらに最高記録を更新です！」

「待ちなさいよ！　雪城ばかり密着してズルいわよ！　空太はアタシと腕うで組ぐみをするんだから！」

「フランベルクさん。横取りとは大人気ないわよ。空太は私といた方が嬉うれしいに決まっているわ」

　右手をフェリシア、左手を冬華に取られた空太は、二人に体を押し付つけられて頭の中が真っ白になっていた。

　女の子の柔らかい体の感かん触しよくが空太の精神を昂たかぶらせる。

　まだ一いつ滴てきも水を浴びていない段階から場内は大混乱であった。




「お待たせしました。お兄ちゃん」




　最後に更衣室から出てきたのはイクイクであった。

「遅れてしまい申し訳ありません。水着というものを身に着けるのは生まれて初めてなので要領が分からなくて」

　イクイクが身に着けているのはオーソドックスな紺こん色いろのスクール水着である。

　手て縫ぬいで『イクイク』という刺し繍しゆうの入っている部分も含めてインパクトが強い。

　低身長の割に驚おどろくほど大きな胸を持っているイクイクのスクール水着姿は、何処となく犯罪の臭においを感じさせた。







　ドキドキ度　90パーセント







「キタキタキター!!　大おお番ばん狂くるわせの発生です！　スクール水着というチートアイテムを携たずさえたイクイクちゃんが暫ざん定ていトップに躍おどり出ました！」

「「なっ」」

　想定外の伏ふく兵へいの存在に気付いたフェリシア＆冬華は、驚きよう愕がくの眼差しで顔を見合わせた。

「空太。もしかして貴方……ソッチ系が好きだったの？」

「呆あきれたわ。まさか空太にロリコン趣しゆ味みがあったなんて……」

「ち、違う！　これは誤解だ！」

　イクイクの水着姿は空太にとっても魅み力りよく的てきなものであったのだが――。

　ドキドキ度が高く出てしまったのは、両りよう隣どなりにいるフェリシア＆冬華の胸の感触を一度に味わうことになったのが原因だろう。

「お兄ちゃん。何が誤解なのですか？」

「…………」

　このまま問答を続けていれば、何い時つまで経たってもプールに入ることが出来ない。

　そう判断した空太は、持ち前の剣けん術じゆつで培つちかった技を用いて逃とう走そうを図はかる。




「皐羽流剣けん技ぎ――肆よんの太た刀ち《瞬しゆん脚きやく》」




　最さい遅ちから最速に加速――最速から最遅に減速――。

　その一連の動作を刹せつ那なの間に高速で繰くり返かえすことにより瞬しゆん間かん移動をしたような錯さつ覚かくを抱かせる肆の太刀《瞬脚》は、皐羽流剣術の基き本ほん技わざの一つである。




「あ！　案の定、空太が逃にげたわよ！」

「ふふふ。十分な説明責任を果たすまで……私は貴方を逃がさない……」




　事前に空太の逃走を予期していたフェリシア＆冬華は、何処からともなく魔道具レガリアを取り出すとその後を追いかける。




「……お客さま。プールサイドは走らないで頂けますか？」




　命いのち懸がけのデッドヒートを繰り広ひろげた空太たち三人は、プールの監かん視し員いんにコッテリと怒おこられるのであった。





×　×　×






　一方、その頃。

　浮うき輪わに乗ってプカプカと水上を彷徨さまよいながらも愛海は、監視員に怒られる三人の様子を溜息交じりで眺ながめていた。

（はぁ……。今度こそはと期待していたのですが……結局このパターンですか……）

　どんなに色いろ仕じ掛かけを繰り返しても成果を挙げることができない。

　愛海は煮にえ切きらない現状に対して密かに危機感を覚えていたのであった。




（やはり私から何かテコ入れをする必要がありそうですね。そろそろ『お兄さま野や獣じゆう化か計画』も……佳か境きように差さし掛かってきたようです）




　今回の一件が空太に更なる女難をもたらす引き金となるのだが――。

　それはまた別の話である。





×　×　×






　それから。

　波乱のスタートを切ったプールデートであるが――。

　序じよ盤ばんの混こん沌とんとした展開が嘘うそのように平和に進んでいくことになった。

　時折フェリシアと冬華がドキドキ度を競うために色仕掛け合戦を行うことを除けば、極きわめて平へい穏おんな時間が過ぎている。

「ねえ。空太。そろそろ休きゆう憩けいにしない？　遊んでいたらお腹なかが空すいちゃったわ」

「そうだな。そろそろ十二時を回るし昼食にしようか」

　フェリシアの提案を受けた空太がフードコートに移動しようとした瞬間。

　更衣室の中から意外な人物が姿を見せることになる。




「貴様たち……遅おくれて来てみれば案の定、破は廉れん恥ちな格好をしよってからに！」




　呆れたように声をかけるその女性は、空太たち一年Ａクラスの担任教師である沖おき浦うら静しず流るであった。

　この日の静流はフロントジッパーの競泳水着を身に着けていた。

　ビキニタイプの水着よりも露ろ出しゆつは少ないが、際どいハイレグラインからは大人の色気が漂ただよっている。

　空太は出会いがしらに『貴方の競泳水着も十分に破廉恥なのでは？』とツッコミを入れたい気持ちを心の中でグッと堪こらえる。

「意外です。先生もプールに遊びに来ていたんですか？」

「何を寝ねぼけたことを言っている。このレジャープールは、演武学園の出資によって造られたものでな。神機アーテイフアクトの水上訓練施設の役割を兼けん任にんしているのだよ」

「？？？」

「まぁ、こういうのは口で説明するよりも実際に見せた方が早いだろうな」

　静流は「やれやれ」と嘆たん息そくしながらもパチンと指を鳴らす。

　すると、その直後。

　ズゴゴゴゴ、という地鳴りのような音が響ひびく。




「……はい!?」




　どうやら静流の合図はプールの変形を開始させるものであったらしい。

　突とつ如じよとして地面の中から出現した強化ガラスにより、たちまちプールは囲われることになった。

　この強化ガラスは魔ま力りよくにより特別に耐たい久きゆう性せいを向上させており――。

　神機同士の戦いにおいて見学者が被ひ弾だんしないように設置されるものであった。




「貴様たちにはこの施し設せつのテストモニターを務めてもらおうと思っている」




　レジャープールは立ち所に神機の訓練施設に姿を変えていくことになる。

　――この施設の基本設計を考案したのは、演武学園の学園長を務める篠しの崎ざき由ゆ良らであった。

　由良は常つね日ひ頃ごろから、『プールで遊びたい』という子供染みた欲求を募つのらせていた。

　何な故ぜならば――。

　空の上を飛行する天空都市には、水着を着て遊べるような場所がないからである。

　だがしかし。

　単なる趣味でプールを設立しては、世間からバッシングを受ける可能性がある。

　そこで問題の解決策として出されたのが、神機の訓練場の役割を兼かねさせようというアイデアであった。

　この施設に普通のプールには到とう底ていありえない歪いびつな機能が追加されたのには、そんな冗じよう談だんのような経けい緯いがあった。

「静流先生！　ちょっと何を言っているのか分かりません。アタシたちは完全にオフで遊びに来ているのですが……」

「それは違うな。オフというのは貴様たちの思おもい違いだろう」

　メガネの端はしをクイッと上げた静流は、何処か得意気な面おも持もちであった。




「何故なら貴様たちにチケットを送ったのは、この私に他ならないのだからな」




　誰だれが何の目的でチケットを送ってきたのか疑問に思っていたのだが、これでハッキリした。

　この施設が神機の訓練施設の役割を兼ねているのだとしたら、学園側が優先チケットを所持していたことも頷うなずける。

「しかし、急に訓練なんて言われても困ります……」

「そうですよ。第一アタシたちは何をすればいいんですか？」

「……ふむ。それを今から説明しようと思っていたところだ。バイルシュタイン。用意はできているか？」

　遅れて更衣室から出てきたのは、転移領域ドメインを司つかさどる七星騎き士しであるユーナ・バイルシュタインであった。

　プールに来ているのに制服姿のままのユーナは、何処となく周囲から浮いているように見えた。

「驚いたわ。まさか貴方とこんなところで会うことになるなんてね」

「…………」

　冬華の問いかけをユーナは無言のまま受け流す。

「ちょっと！　なんとか言いなさいよ！　アタシたちのことを無視する気なの!?」

「…………」

　ユーナは他の人間には目もくれず、一直線に空太の方に歩を進める。




「皐羽空太。今すぐ刀を抜いて我と戦え。一昨日おとといの借りを今すぐ返してみせようぞ」




　ユーナにとってレジャープールのような娯ご楽らく施し設せつに足を踏ふみ入いれることは、耐たえがたい屈くつ辱じよくを伴ともなうことであった。

　何故ならば――。

　誰よりもストイックに『強さ』のみを追い続けているユーナは、娯楽という概がい念ねんそのものを軽けい蔑べつしていたからである。

　けれども。

　昨晩空太に受けた借りをそのまま放置しておくことは、ユーナにとってそれ以上に許せないことであった。




「……嫌だと、言ったら？」




　ユーナは不敵な笑えみを浮かべて自身のスカートの中に手を入れる。

　直後、ホルスターの中から拳けん銃じゆう型がたの魔道具を抜くと空太との距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰つめる。




「問答無用で組くみ伏ふせる。貴様に拒きよ否ひ権けんがないということを体で分からせてやる」




　空太の心臓に銃じゆう口こうを突き立たてながらもユーナは告げる。

　だがしかし。

　ユーナに対して警けい戒かい心しんを強めていたフェリシア＆冬華は、今回の奇き襲しゆうを予測していた。




「今すぐに武器を捨てて空太から離はなれなさい。でないと貴方の頭はアタシの爆ばく炎えんで弾はじけ飛とぶことになるわ」

「あら。奇き遇ぐうね。私もちょうどフランベルクさんと同じようなことを言おうと思っていたの。貴方は一度、頭を冷やした方がいいのではないかしら？」




　何時でも魔ま術じゆつを構築できるように準備を整えた二人は、怒ど気きを含ふくんだ声をあげる。

「男に群がることしか能のないメスどもに戦う価値があるとでも？」

　挑ちよう発はつを受けてからも彼かの女じよたちの表情は揺ゆるがない。

　二人の眼差しには、空太のことを守ってみせるという決意の炎が灯ともっていた。

「そっちこそ。アタシたちと戦うのが怖こわいなら正直に言ってくれたらいいのに」







[image: ]







「私たちは空太のように甘あまくはないわ。相手が女だからといって容よう赦しやはしない」

　臨戦態勢に入った二人を目まの当あたりにしたユーナは深い溜息を吐く。




「……ふん。面めん倒どうな。ならば二人まとめてかかってこい。格の違ちがいというものを思い知らせてやろう」




　手にした魔道具をスカートの中のホルスターに仕し舞まうと、ユーナは無言のまま訓練場の方向に歩き始める。

　休日のプールデートは想定外の展開を見せるのであった。





×　×　×






「お兄さま。なんだか凄すごいことになってしまいましたね」

「お兄ちゃん。あの二人は大丈夫なのでしょうか？」

　予想外の戦いを前にした愛海＆イクイクは不安気な表情を浮かべていた。

「大丈夫。二人は強い。負けはしないさ」

　妹たちの不安を取り除くために声をかけた空太であったが、その内心は得体の知れない不安で満たされていた。

　剣けん士しとして百ひやく戦せん錬れん磨まの実力を有する空太の眼めから見ても、ユーナの実力は底知れないものがあった。




「「神機――展開」」




　魔道具を掲かかげたフェリシア＆冬華は、そこで《真スカーレツ紅ト・ノヴア》と《銀雪スノーホワイト》を同時に顕けん現げん化かする。

　同じ学園で生活を始めてからそれなりに関かかわりを持つようになった二人であるが――。

　共きよう闘とうは初めてのことであった。




「さぁ。何処からでもかかってくるがいい。先手はくれてやろう」




　ユーナは神機を身に纏まとい空中に静止していた。

　彼女の専用機である《械神エクス・マギカ》は、第二世代モデルの神機としては極ごく々ごく一いつ般ぱん的てきな形状をしていた。

　これといって何か特別な能力が秘ひめられている風には思えない。

　少なくともこのときユーナと対たい峙じしている二人はそのように考えていた。




「――一瞬でかたを付けてあげる！」




　ここでフェリシアが構築した魔術は炎の基本魔術である《火炎球フアイア・ボール》に《攻こう撃げき範はん囲い拡張》という追加実装オーバーライドを加えた《炎衝波フレイム・ウエーブ》と呼ばれるものであった。

　数ある炎ほのお魔ま術じゆつの中でも取り分け汎はん用よう性せいに富んだこの魔術は、フェリシアが得意とする魔術の一つである。

　両側の強化外腕ストレングスアームから放たれる《炎衝波》は、プールを覆おおい尽つくすかのような勢いで広がって行く。




「さて。まずは小手調べといこうか」




　迫せまり来る炎に対してユーナは、魔術を構築して打ち消そうとも、避よけようともしなかった。

　只ただ々ただ、宙で静止したまま炎を受け止めようという構えである。

　自身の攻こう撃げきにこれ以上ない手て応ごたえを感じたフェリシアはそこで異変に気付く。




「まずまず。30点といったところかな。思っていたよりは骨のある攻撃だと評価しておこう」




　ユーナの専用機《械神》は、彼女の小こ柄がらな体たい躯くとは不ふ釣つり合あいな巨きよ大だいな装そう甲こうに包まれてその容よう貌ぼうを変えていた。

　さながらそれは宙に浮かぶ巨大要よう塞さいとでも言うべきだろうか。

　転移領域の魔術によって巨大な装甲を身に着けたユーナの機体には、以前までとは比ひ較かくにならないほどの威い圧あつ感かんがあった。




「しかし我にダメージを与あたえたいのであれば、次はもう少し火力を上げることだな」




　フェリシアの構築した炎の魔術は、巨大な装甲に阻はばまれて打ち消される結果となった。
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　けれども。

　フェリシアにとって今回の結果は想定の範はん囲い内ない。

　相手が何らかの手段を用いて攻撃を無力化してくるということは、事前に予測していたことであった。




「私のことを忘れてもらっては困るわ！」




　炎が引いて視界が開けると、ユーナの斜ななめ後方から冬華の《銀雪》が現れる。

　攻撃範囲に特化したフェリシアの炎魔術は、冬華の接近を相手に悟さとられないようにする役割を兼ねていた。

　巨大な装甲が仇あだとなって冬華がユーナにとって完全な死角となっている部分である。

　ここで冬華が構築した魔術は、水領域の基本魔術である《氷球アイス・ボール》に《攻こう撃げき威い力りよく拡張》の追加実装を加えた《氷槍ジヤベリン》という魔術であった。

　鋭えい利りな氷の槍がユーナの《械神》に向かって飛来する。




「なっ」




　ところが――。

　冬華の構築した《氷槍》の魔術は、再度ユーナの装甲に弾き返されて無力化されることなった。

　瞬間。

　フェリシアと冬華は、ユーナの専用機である《械神》の特性を朧おぼろ気げながら理解する。

　ユーナの専用機には神機に標準搭とう載さいされている《魔力エンチヤウン障壁ト・シールド》とは別に《反射障壁イクリプス》と呼ばれる防ぼう御ぎよシステムが存在していた。

　搭とう乗じよう者しやのダメージを軽減することをコンセプトにした《魔力障壁》とは違い、《反射障壁》は相手の構築した魔術そのものを無効化することを可能にしている。

　しかしながらこの《反射障壁》は、《魔力障壁》と比較して消費する魔力が桁けた違ちがいであり――。

　誰にでも簡単に扱えるような代しろ物ものではない。

　この防御システムを個人で扱うことが許されるのは、超ちよう大だい容よう量りようの魔力炉リアクターの召しよう喚かんを苦にしない転移領域最強との評価を受ける彼女だけである。




「これで終わりか？　なら次はこちらから攻撃させてもらう」




　ユーナが宣言すると、《械神》の装甲に備え付けられた砲ほう門もんを開ける。

　その直後。

　開かれた砲門の中からＧＴＭと呼ばれる無数の魔導ミサイルが発射される。

　対禍か鬼きを想定して作製されたこの兵器は、一度ターゲットを定めると暫しばらく相手を誘ゆう導どうする効果があった。

「……くっ」

　複数のＧＴＭにロックオンされた冬華は、神機の《魔力加速リア・ブースト》を用いて間かん一いつ髪ぱつのタイミングで攻撃を回かい避ひする。




「――ちょこまかと！」




　追い打ちをかけるようにユーナは、《械神》の前身に二本の巨大な魔ま導どう砲ほう台だいを召喚する。

　この兵器は《械神》の主しゆ砲ほうとも呼べる存在であり、まともに攻撃を受ければ一瞬で強制解除パージを引き起こしかねない絶大な威い力りよくを秘めていた。

　場内に眩まばゆい閃せん光こうが走ったかと思うと、目にも止まらない速さで《械神》の魔導砲台から大量の魔ま力りよく弾だんが連射される。

　こうまで見事な弾だん幕まくを張られてしまっては、攻撃を避けてもジリ貧になることは必至である。




「それならっ！」




　そう判断した冬華は、水領域の基本魔術である《氷球》に《攻撃威力拡張》の追加実装を加えた《氷嵐ストーム》の魔術で迎むかえ撃うつ。

　冬華を追つい尾びしていた魔導ミサイルは《氷嵐》の効果で氷こおり漬づけにされることになる。

　その威力はプールの水を凍こおらせるほど強きよう烈れつなものであった。

　ところが――。

　冬華の構築した《氷嵐》の魔術は、ユーナの繰り出だした魔力弾の威力に押し負けることになった。

　人体の魔力を介かいさない魔術は総じて威力が低いと言われていたが、《械神》の装甲に内蔵された超大容量の魔力炉はその例に当てはまらない。

「……ッ」

　冬華の魔術を押し破った魔力弾の幾いくつかが《銀雪》に命中する。

　機体に衝しよう撃げきが伝わり冬華の表情が苦痛に歪ゆがんだ。




「ふんっ。その程度の攻撃で我の攻撃を凌しのいだつもりであったか！」




　攻撃に耐える冬華に対して、ユーナがダメ押しの攻撃を加えようとする直前であった。

　突如として氷漬けになったプールの下から灼しやく熱ねつの炎が噴ふき出した。

　完全に想定外であった真下からの攻撃は、《械神》の装甲を確実に捉とらえることになる。




「……なにっ!?」




　起死回生を懸かけた氷の下からの奇き襲しゆう攻こう撃げきは、ユーナに動どう揺ようを与えるものであった。

　ユーナの切り札であり絶大な防御性能を誇ほこる《反射障壁》であるが、そこには一つ致ち命めい的てきな弱点があった。

　それは燃費効率の悪さから、常時発動しておくのが困難であるという点である。

　今回のような意識の外側からの攻撃に対して《反射障壁》は無力であった。

　完全に不意を突つかれる形となったユーナは、バランスを大きく崩くずして仰のけ反ぞることになる。




「遅おそいわ！　もう少しでハチの巣にされるところだったじゃない」

「……無理を言わないで！　仕方ないでしょ。神機で水中に潜もぐるのは、初めてだったんだから！」




　今回の作戦は二人にとって博ばく打ちと呼んでも差し支つかえのないものであった。

　そもそもの前提として神機は、空中戦を前提に作られたものであり水中での使用に耐えられるような造りにはなっていない。

　入水の時間が長引けば、《真紅》は機能を停止することになっていただろう。

　作戦を遂すい行こうするにはチームワークが必要であったのだが――。

　長きに亘わたりライバル関係を続けていた二人には、十分な信しん頼らい関係が芽生えていたのであった。




「小こ癪しやくなハエが……。あまり調子に乗るなよ」




　想定外の反はん撃げきを受けることになったユーナは妖あやしく嗤わらう。

　しかし、《械神》の攻こう略りやくの糸口を掴つかんだフェリシアと冬華は動じない。

　ユーナの《反射障壁》はたしかに強力な防御手段であるが、二人で波状攻撃を仕し掛かければ突とつ破ぱすることは難しくはない。




「……さて。そろそろゴミを掃そう除じしておくか」




　最初に異変に気付いたのは、その場にいた誰よりも魔力に対する気配に敏びん感かんな空太であった。

　遅れて、周囲にいた人間たちもこれまでに感じたことがないほどの高こう濃のう度どの魔力を感じ取る。

　直後。

　空太たちの視界に入ったのは俄にわかには信じがたい光景であった。

　天空都市より遥はるか上空――大たい気き圏けんの向こう側より極ごく太ぶとのレーザー光線が飛来する。

　この光線の出で処どころがユーナが宇宙空間に召喚した軍事衛星にあるということは、誰だれ一人ひとりとして知る由のないことであった。

　立て続けに超ちよう高こう火か力りよくの光線が降り注ぐ。

　プールの水が急激に熱されていき建物の中を多量の蒸気で覆う。




「一体……何が起こったのでしょうか？」




　水みず飛沫しぶきが目に入らないように手を翳かざしながらもイクイクが尋たずねる。

　目の前で何が起こったのか。

　それは他ほかならない空太が測りかねていることであった。

　蒸気が晴れて、視界が開けたものになった折――。

　場内には強制解除を起こして、生身になった二人の体を強化外腕で掴むユーナの姿があった。

「捕つかまえたぞ。これでちょこまかと動くことは出来ないだろう？」

　フェリシアと冬華のことを見下すユーナの眼まな差ざしは、何処どこまでも冷たいものであった。

「「…………ッ」」

　強制解除を起こして戦せん闘とう能力を削そがれた二人は、ユーナの問いかけに対しても沈ちん黙もくで答えることしか出来なかった。




「なんだ。もう終わりなのか。退たい屈くつな女共だ」




　ユーナは冷れい淡たんに吐はき捨すてると、巨大な強化外腕を振ふりかぶり二人の体を上空に向かって放ほうり投なげる。

　次の瞬間。

　空太は半ば反射的に自身の専用機である《閃煌エスペランザ》を召喚。

　水の中に落下する寸前の二人の体をキャッチする。

　間一髪のところで空太に抱だきかかえられることになったフェリシア＆冬華は、無言のまま目の前の少年の顔を見つめていた。




「止やめろ！　もう決着はついているだろ！　どうしてこんな酷ひどいことをする!?」




　神機を用いた模も擬ぎ戦せん闘とうでは、どちらか一方が強制解除を起こした時点で勝敗が決まるルールとなっている。

　今回のように強制解除で生身になった人間に危害を加えることは、最大の禁きん忌きとも呼べる行こう為いであった。




「……イライラするからだ」




　ポツリと吐き捨てるように呟つぶやくユーナの表情は、酷く醒さめたものであった。

「貴様たちのように戦争を知らず、馴なれ合っている連中を見ると虫むし唾ずが走る。どうして貴様たちは、そうやって呑のん気きにしていられる？　今もこうして禍鬼の手によって同どう胞ほうが命を落としている状じよう況きようを見ても何も感じないのか？　本当に残ざん酷こくなことをしているのは……果たしてどちらかな」

「…………」

　彼女の言葉の端々からは、激しい怒いかりの色が見みえ隠かくれしていた。

「……お前の言いたいことは分かったよ。けれど、個人的な感情を無関係の人間にぶつけて傷つけるような真ま似ねは認めるわけにはいかない」

「そうか。てっきり貴様はこちら側の人間だと思っていたのだが……。残念だよ」

　ユーナは短く呟くと、無表情のまま神機を解除する。

　プールサイドに着地して独り呟くユーナの背中には何処どこか寂さびし気げなものがあった。




（……皐羽。彼女のことを変えられるとしたらキミくらいだろう）




　一連のやり取りを目にした静流は、胸中に強い憤いきどおりを抱いていた。

　本来ならば今回のユーナの行為は静流にとっても許せないものである。

　だがしかし。

　自分が何か言ったところでそれは根本的な解決手段になり得ない。

　上辺だけの言葉は事態を悪化させるだけである。

　そのことは職務上、静流が身に染しみて理解していることであった。
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「やはり夏と言えば水着！　プールに限りますの」

　一方そのころ。

　時を同じくして地上では時空領域の七星騎士――姫ひめ吊づり逆さか夜よはプールの白しろい椅い子すに腰こしかけていた。




「というか逆夜ねえ！　一体なんなんだよ。その痴ち女じよみたいな格好は！」

「お姉さま。流石さすがにその水着は度が過ぎていると思います」




　その場に居合わせた双ふた子ごの姉妹――イリア＆アリアは、逆夜の水着に対して苦言を呈ていしていた。

　逆夜の身に着けている水着は、Ｖストリングと呼ばれる種類のものである。

「ふふ。たしかに少し過激なデザインだったかもしれません。けれども、ここには逆夜たちしかいないし問題はないでしょう？」

　逆夜たちのいるプライベートプールは、ユベルのＶＩＰ専用施設であり――。

　本来であらば《呪のろわれた子供たち》のような戦せん闘とう員いんには、使用許可の下りないものであった。

　しかし、逆夜だけは別である。

　他を寄せ付けない圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう力りよくを有する彼女は、組織の中でも半ば特別扱あつかいを受ける立場にあった。




「はぁ……。無ぶ粋すいですわね。せっかく人が……姉妹水入らずの団だん欒らんをしているところですのに」




　その女の存在を感知していた逆夜は、気だるげな溜ため息いきを吐く。

　逆夜のことを見下ろす長身の女性の名前は黛まゆずみ莉り玖く。

　彼女の外見を一言で表現するとしたら『武人』という言葉が相応ふさわしい。

　精せい悍かんな顔立ちの中に添そえられた切れ長の眼には、眼帯越ごしでも相手を射い抜ぬくような鋭するどさがあった。




「逆夜。新しい仕事だ」




　ユベルに所属する最強の戦闘部隊――《呪われた子供たち》の隊長である莉玖は、逆夜の直属の上司とも呼べる存在であった。

「貴様に部隊の欠員の補ほ充じゆう任務を任せたい」
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　莉玖を含めて総勢十四人という少数精せい鋭えいで構成されていた《呪われた子供たち》という部隊であるが、伊い角すみ憐れん子こという少女が組織を裏切った事件により欠員が発生していた。

　戦闘によって命を落としたメンバーの代わりに新しい人材を補充することは、過去にも前例のあることである。

「構わないですが……あまりテキトーな人を選んでも長くは続かないと思いますよ」




「貴様の心配には及およぶまい。我々が次に目星を付けている人材は、ユーナ・バイルシュタインだ」




　転移領域の七星騎士――ユーナ・バイルシュタインの名前は、逆夜も知るところであった。

　ロシアと中東が中心になって設立した魔術機関――ＩＭＵで活かつ躍やくする彼女は、学生という身分でありながらも目覚ましい戦果を挙げ続けている。

　彼女によって潰つぶされたユベルの支部は枚挙に暇いとまがない。

「彼女はＩＭＵの管理下の学園から演武学園に転入したらしい。接せつ触しよくするには絶好の機会だろう」

「たしかに彼女なら実力に不足はないと思いますの。けれども、そんなに強い方が逆夜たちの仲間になるのでしょうか？」

「……勝算はある。戦闘能力に反して彼女のメンタルは驚おどろくほどに脆もろい。この手のタイプは、組織の『教育』をミッチリ一カ月も受けさせれば直すぐにでも従順な犬になってくれるさ」

　逆夜の問いかけに対して、莉玖は意味深な笑みを浮うかべる。

「オクタヴィアの近海では禍鬼の出現のサインが確かく認にんされた。近い内にあの都市は未み曾ぞ有うの危機に瀕ひんすることになるだろう。

　貴様にはトラブルに乗じてユーナを拉ら致ちしてもらうからな。そのつもりでいるように」

「…………」

　莉玖の言葉を受けた逆夜は、胸の内より湧わき上あがる感情を抑おさえることが出来ないでいた。

　初めて出会ったその日から――。

　逆夜は何処か最愛の父親の面おも影かげを残す空太に対して、激しい恋れん愛あい感情を抱いていた。




（これでまた……空太さまに会えますわ!?）




　想定していなかったチャンスを得た逆夜は、思わずテンションを上げるのであった。







第三話　彼女の願い







　翌日。

　思い掛がけないプールデートを経験した空そら太たは、病院に検査入院しているフェリシア＆冬ふゆ華かの見み舞まいに行くことにした。

　神機アーテイフアクトに搭載されている《魔力エンチヤウン障壁ト・シールド》は、戦闘時において搭乗者が受ける身体的ダメージを極限までカットすることを可能にしている。

　けれども。

　そうはいっても身体的なダメージがゼロになるというわけではないし、何より精神的ダメージまで防ぐことが出来るわけではない。

　今回の死し闘とうのように規格外の攻撃によって強制解除パージを起こした場合は、大事を取って入院することが推すい奨しようされていた。

「止めてくれなくても良かったのに。あのまま戦っていたらアタシが勝っていたわよ」

　純白の検査衣に身を包つつんだフェリシアは、フグのように頬ほおを膨ふくらませていた。

「空太。これは私たち二人の戦いだったのよ。フランベルクさんに同意するわけではないけど、どうして余計なことをしたの？」

「ごめん」

　フェリシア＆冬華の追つい及きゆうを受けた空太は、まずは素す直なおに謝あやまることにした。

「勝手に戦いに入ってしまったことは謝る。けど、二人が危険な目にあっているのに……見過ごすような真似は頼たのまれたって出来ないよ」

「「…………」」




（空太ったら……そこまでアタシのことを大切に考えてくれていたんだ）

（空太は……そこまで私のことを大切に想おもっていてくれたのね）




　意中の相手からストレートな好意の言葉を受け取ったフェリシア＆冬華は、一様にして頬を緩ゆるませる。

「ああ。そうだ。お見舞いに果物を持ってきたんだ。良かったら一いつ緒しよに食べるか？」

　空太は紙かみ袋ぶくろからリンゴを取り出した。

　このリンゴは『弱っている女の子にはフルーツを持っていくのが効果的です！』という愛あい海りの提案を受けて購こう入にゆうしたものである。

「食べたいけど……アタシは病やみ上がりだから自分で食べるのは厳しいかも。空太が切ってあーんして食べさせてくれるなら大だい丈じよう夫ぶだけど」

「そんなことか。お安い御ご用ようだよ」

　空太は持参した果物ナイフを使ってリンゴをカットする。

　小学生の頃ころから山やま奥おくで自じ炊すい生活を送っていた空太の包丁捌さばきは手慣れたものであった。

「ほら。フェリシア。口を開けろよ」

「あーん」

　まるで恋こい人びと同士のようなやり取りを目の当たりにした冬華は、苦虫を噛かみ潰したような表情を浮かべる。

「ん～。美味おいしい～」

「……フランベルクさん。図ずう々ずうしいわよ。大体……ついさっきまで貴方あなた、ピンピンしていたじゃない。病院食のご飯もお代わりしていたくせに」

「はいはい。雪ゆき城しろは文句があるなら食べなくていいからね。アタシが一人で食べちゃうから」

「た、食べるわよ！」

　それから。

　フェリシアと冬華は、『あーん合戦』を繰くり広ひろげることになる。

　二人の様子はさながら親鳥から餌えさをねだる雛ひなのようであった。




（昨日の戦いで気持ちが沈しずんでいないか心配だったけど……この様子だと大丈夫そうだな）




　そんな二人の様子を目の当たりにした空太は、ホッと胸を撫なで下おろすのであった。
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　検査入院をしている二人が抜ぬけたことにより――。

　空太たちが生活している男だん子し寮りようは、普ふ段だんよりもの寂しい雰ふん囲い気きに包まれていた。

　先に部屋に戻もどった空太は、軽く食事を済ませるとベッドの上で体を休めていた。

　空太の脳のう裏りに焼き付いて離はなれないのは、戦闘の最中に見せたユーナの冷たい視線である。

　彼女は一体どうして自分のことを敵視するのだろうか？

　理由を考えていると少し気分が重くなる。




「……お兄ちゃん。少し良いでしょうか？」




　不意に押おし入いれの襖ふすまの中からイクイクが顔を覗のぞかせる。

　色々と事情があって、イクイクは空太の部屋の押入れの中で寝ね泊とまりするようになっていた。

「ああ。どうしたよ急に」

「ユーナさんのことを考えていたんですか？」

　開口一番、図星を突かれた空太は言葉に詰つまる。

「……どうして分かったんだ？」

「スィ。お兄ちゃんは優やさしいですから。苦しんでいる女の子を放っておけないと思ったのです」

「イクイクの眼からは、ユーナが苦しんでいるように見えるのか？」




「イェス。あの人は少し……ワタシと似ているところがありますから。ユーナさんのことを見ていると……昔の自分を見ているような気がするのです」




「…………」

　何処までも無む垢くな眼差しでイクイクは告げる。

　空太はイクイクの発する言葉を受けて戸と惑まどっていた。

　元々、戦闘用アンドロイドという特とく殊しゆな環かん境きように生まれた彼かの女じよは人間の心の機き微びに疎うとかった。

　そんな彼女が他人のことを此こ処こまで気にかけるとは思いもしなかったのである。




「お兄ちゃん。ユーナさんのことを救ってあげてくれませんか」




　イクイクの言葉は、空太を更さらに驚かせるものであった。

「……俺おれが？　どうして俺なんだ？」

「スィ。それは……お兄ちゃんなら出来ると思ったからです。ユーナさんにとって必要なのは、ワタシにとってのお兄ちゃんのような……心を許せる存在だと思うのです」

　ユーナが苦しんでいるように見える、というイクイクの指し摘てきについては空太も同意するところであった。

「分かったよ。何処まで出来るか分からないけど……出来る限りのことをやってみることにするよ」

　初めてユーナの部屋を訪おとずれた時――。

　彼女は空太の父親である皐さつき羽ば鉄てつ心しんと知り合いであることを仄ほのめかしていた。

　空太としても、ユーナとは一度じっくりと話し合いたいと考えていたのであった。




「スィ。それでこそ、お兄ちゃんです」




　だがしかし。

　イクイクの真まっ直ぐな眼差しを見た空太はそこで考えを改める。

　――打算で考えるのは無しにしよう。

　鉄心のこと以前にユーナは、自分と同じ屋根の下で暮らす仲間であるのだ。

　イクイクの言う通り、ユーナが何かに苦しんでいるのであれば――。

　力になってやるのが筋というものだろう。

「それにしても……本当にお前は変わったよなぁ……」

「？　なんのことでしょうか？」

　ここ最近のイクイクの変化は、初めて出会った頃のことを考えると見み違ちがえるものがあった。

「ん～。まぁ、気にするな。単なる俺の独り言だから」

「……スィ。お兄ちゃん。くすぐったいです」

　空太はイクイクの頭を撫でながらも、他人のことを心配できるようになった成長を喜ぶのであった。





×　×　×






　翌日の午前三時。

　夏の熱気が冷めやらない夜長の季節。

　男子寮の共用ロビーのソファで横になっていると目的の人物は現れた。




「待ちくたびれたよ。随ずい分ぶんと夜遊びが好きなんだな」




　遠くにいても分かるような強烈な血の臭におい。

　よくよく見るとユーナの衣服には、夥おびただしい量の血が付着していた。

「こんな時間まで何をやっていたんだ？　その服に付いている血……何か事件に巻き込まれたのか？」

「……そこを退け。貴様には関係のない話だ」

　空太が二階に続く階段を塞ふさぐように立つと、ユーナは露ろ骨こつに嫌けん悪お感かんを露あらわにする。

　人一倍正義感が強く、腕うでっぷしの強いユーナが流血沙ざ汰たの事件に巻き込こまれるのは珍めずらしくないことであった。

「そういう訳にはいかないな。言わなかったか？　ウチの学園の寮りようには門限があるんだよ」

「くどい。それが一体何になると言うのだ？」

「分からないかな。俺は静しず流る先生からユーナの面めん倒どうを見るように頼まれているんだよ。ルールを破ったお前には罰ばつを与あたえなければならないんだ」




「ほう。罰だと……」




　空太の発言を受けたユーナは好戦的な笑えみを浮かべる。

　直後。

　自らのスカートの中から二本の小こ太だ刀ちを取り出して臨戦態勢に入っていた。

「やれるものならやってみろ。元より我としても望んでいたことだ」

「あー。何か勘かん違ちがいしているみたいだから予あらかじめ言っておくぞ。俺は別にお前と一戦交えようなんて気はサラサラないからな」

　意図しない方向に話が流れているので、軌き道どう修正を試みる。

　空太はユーナに顔を近づけていくと、大きくドンを音を立てて壁かべを叩たたく。




「なっ。貴様は一体なにを……!?」




　これほど間近に異性の顔が近づくことは、ユーナにとって初めてのことであった。

　幼い頃からロシアの魔ま術じゆつ部隊に引き取られて訓練漬けの日々を送っていたユーナは、同年代の異性に対する免めん疫えきがまるでない。

　接点があったのはＩＭＵの上層部にいる老人たちくらいのものであり――。

　空太のような年若い男子の匂においは、ユーナの心臓の鼓こ動どうを徒いたずらに速めていくものであった。




（この男……近くで見ると綺き麗れいな顔をしているな……）




　ユーナの眼めから見ても空太の容姿は異性としての魅み力りよくに溢あふれるものであった。

　剣けん士しとして鍛きたえ上げられた空太の体は細身でありながらも、男性らしい力強さを併あわせ持もち、性別を問わず見る者を魅み了りようする肉体美を誇っている。

　顔立ちはやや幼さを残しているものの、剣士としての鍛たん練れんの賜たま物ものか、目つきだけはやたらと野性味に溢れており、可愛かわいらしさと格好かつこ良よさが絶ぜつ妙みようなバランスで同居していた。

（クッ……。しかし、我はこいつの取り巻きの色ボケした女共とは違ちがう！　騙だまされんぞ！）

　ユーナが決意を新たにした瞬しゆん間かん。

　偶ぐう然ぜんにも空太はユーナを更に追いつめるような言葉を口にする。




「門限を破った罰として……お前には俺とのデートに付き合ってもらう」




　空太の言葉を聞いたユーナは、自分が何を言われているのか理解するのに暫しばらくの時間を要した。

　遅おくれて自分の置かれている状況に気付いたユーナは、狼ろう狽ばいした様子であった。

「バ、バカニャ！　気でも狂くるったか？　ど、どうして我われが……そのようなことに付き合う必要がありゅ!?」

「…………」

　ユーナの主張は当然のものである。

　これまで自分が敵視していた男から『デートに付き合ってもらう』などと言われ、すんなり付いて行くような女性はいないだろう。

　だがしかし。

　ユーナのことを知るには多少強ごう引いんにでも、彼女と一緒にいる機会を作る必要があると空太は判断したのであった。




「あー。そのなんだ。実を言うと……俺の親おや父じがオクタヴィアに来ているらしくてな。ユーナには一緒に捜さがすのを手伝って欲ほしいんだ」




「なに……!?　その話は本当か!?」

　予想以上に食い付きの良いユーナの反応を目まの当あたりにして、空太は心の中でガッツポーズを取る。

　もちろんウソだ。

　空太の知るところによれば、皐羽鉄心という男は二年前に完全に世間から消息を絶っている。

　仮にユーナが鉄心の知り合いであるのならば――。

　彼女もまた鉄心の行ゆく方えを追っている一人なのでは？　と、空太は予想していたのであった。







第四話　波乱のショッピングモール







　翌日。

　ついにやってきたデートの当日。

　空そら太たたちが待ち合わせ場所に定めたのは、第二区画の東門から第三区画に入ってすぐ傍そばにある時計台の前であった。

　地上と違って敷しき地ち面積に限りのある天空都市では、必然的にデートスポットは限られてくる。

　空太がユーナと回る予定のショッピングモールは、以前フェリシアと訪れた場所でもあった。




「すまない。待たせてしまったな」




　待ち合わせの時刻から五分ほど過ぎた折――。

　空太の前に目的の人物は現れた。




「いや。大丈夫。俺も来たところだ」




　この日のユーナのファッションは、タンクトップ＆ショートパンツという非常にラフなものであった。

　出身国がロシアというだけあってユーナの肌はだは驚くほど白い。

　露ろ出しゆつ度どが高いものであったこともあり、空太の視線は自然とユーナの太モモの辺りに向かうことになる。

「な、何をジロジロと見ている」

「あっ。悪い……」

　ユーナから注意を受けた空太は、慌あわてて視線を逸そらして天を仰あおぐ。

「……が、外出用の服を持っていなかったのだ。悪かったな。他の娘むすめのように小こ洒じや落れた衣服を持っていなくて」

　てっきり太モモを眺ながめていたことを注意されると思っていたのだが――。

　ユーナが口にした言葉は空太にとって意外なものであった。

「何を謝ることがあるんだ？　ユーナのその服……色っぽいし凄すごく似合っているよ」

「い、色っぽいだと!?」

　同年代の男性に対する免疫がないユーナにとって空太の言葉は、ひどく刺し激げき的てきだった。

　ユーナの雪色の肌は、苺いちごジャムを垂らしたかのように紅潮していく。




「……バ、バカにゃことを言うな！　早く先に行くぞ。我々の目的は此処で無む駄だ口ぐちを叩くことではないだろう」




　視線を逸らしたユーナは、足取りを速くしてツカツカと先に移動する。

　少女の背中を前にした空太は、ペースを上げてユーナと足並みを揃そろえて歩くことにした。

　そんなこんなで――。

　こうして空太とユーナの初めてのデートはスタートするのであった。





×　×　×






「えーっと……。どうしてこんなことになったのだろう……」







[image: ]







　ショッピングモールに入ってから十分後。

　失しつ踪そうした鉄てつ心しんを捜そう索さくするという名目で始まったショッピングデートは、想定外のアクシデントを迎むかえていた。




「……よ、よく貴様たちは……このような場所を平気で歩くことが出来るな。俄にわかには信じられぬ」




　ユーナは壁に背を向け、カニのような横移動を続けていた。

　通行人の視線は一様に、奇き怪かいな行動を取る空太たちの方に突つき刺ささる。

「信じられないのはこっちの方だよ。お前は何に対してそんなに怯おびえているんだ？」

「こ、これだけの数だ……。何処に刺し客かくが紛まぎれ込んでいるか分からないではないか……。我々は背中を見せれば……直ぐにでも命を落としかねない状況にあるのだぞ!?」

「…………」

　とても冗じよう談だんで言っているようには思えない。

　顔を蒼そう白はくにするユーナは、本当に怯えているようであった。

「よし。分かった。この時間は人が多いみたいだから、店に入っていようか」




「……お。おい！　貴様……何処どこにいくのだ!?」




　空太は怯えるユーナの手を取って近くにあった店に入る。

　偶然入ったその店は、主に若い女性向けの服を扱っているようであった。




「な、なんなのだ……。この店は……!?」




　店に置かれている商品を前にしてユーナは混乱していた。

　そこにあるピンク、水色などのパステルカラーのフリフリの洋服は、ユーナの趣しゆ味みとは相あい容いれない種類のものだったからである。

　軍から支給された最低限の衣服しか所持していないユーナにとって、周囲の景色はまるで異世界に呼び出だされたかのように感じられた。




「……ハッ。刺客！」




　突とつ如じよとして張りつめた声を上げたユーナは、何処からともなくとナイフを取り出すと振ふり返かえってそれを投げつけた。

　ナイフの先にいたのは一匹ぴきの蛾がである。

　店内のマネキンの額に止まった蛾は、ユーナの投げたナイフによってグチャリと潰されることになった。




「わあああっ！　す、すいません！」




　空太は急いでマネキンに刺さっていたナイフを抜くと、唖あ然ぜんとした様子で見つめていた店員に向かって頭を下げる。

「……我としたことが気が抜けていた。あのタイミングで襲おそってきたのが本当の刺客だったら取り返しの付かないことになっていたぞ」

「…………」

　ユーナの奇き行こうにより店内は既すでに取り返しの付かない雰囲気になっていたのだが――。

　空太はあえて気付かないふりをすることにした。

「……ところでユーナ。この店は随分と可愛い感じの服を売っているみたいだけど。ユーナはこういう女の子っぽい服には興味ないのか？」

「……貴様、我を愚ぐ弄ろうしているのか？」

　空太の質問を受けたユーナは不快感を露わにする。

「どうして我が……このような浮うわついた衣服を身に着ける必要がある」

「……そうか。残念だな」

　日常生活の中で『強くなる』ために不要な要素を全すべて削けずって過ごしてきたユーナにとって、オシャレという言葉は無む縁えんのものであった。

　彼女が持っている衣服は学校の制服の他ほかには、訓練時に着用する運動着くらいのものであった。

「ユーナは元が可愛いから、着てみたら似合うかもしれないと思ったんだけど」

「にゃっ。にゃにゃにゃ……可愛いだと……!?　それは一体……誰だれを形容する言葉として使っているのだ……!?」

「ん？　言わなかったか？　ユーナのことに決まっているだろ。つーか、この場所に他の誰がいるんだよ」

　今いま更さら言うまでもなく、ユーナは絵に描かいたような美少女である。

　モチモチとした雪色の肌。

　小こ柄がらながらも引ひき締しまった体たい躯く。

　少し目つきが鋭すぎるのが玉たまに瑕きずであるが、そこがまた魅み力りよく的てきだと思う人間もいるだろう。




「ふふ。ふふふふ。残念だったな！　皐さつき羽ば空太！」




　と、そこで空太にとって予期しないことが起きた。

　何を思ったのかユーナは突如として店内で高笑いを始める。

「貴様はその整った容姿と得意の口八丁で幾いく人にんもの女共を篭ろう絡らくし、利用してきたのだろう。だがしかし！　他の女は騙せても我には通用せんぞ！　戦場に生きる我が、男の色いろ香かに屈くつすることなどありはしない！」

「…………」

　ユーナの言葉を受けた空太は複雑な気持ちを抱いだいていた。

　悲しいが、信じてもらえないのは仕方あるまい。

　元より今日のデートは信しん頼らい関係を築くために企き画かくしたものなのだから。




（うっ……。な、なんなのだ!?　貴様のその……悲しみの色を宿した眼まな差ざしは!?）




　ユーナは動どう揺ようしていた。

　女性の母性本能に訴うつたえかけるような空太の眼差しは、決して男の色香には屈しないというユーナの決意を揺ゆるがしかねないものであったからだ。




「と、ところで皐羽よ。貴様は先さき程ほど……この店に置かれている衣服が、我に似合うなどという戯たわ言ごとを抜かしたな？」




「ああ。言ったぞ」

「具体的にそれは……どの商品を指しての言葉だったのだ？」

「そうだなぁ。こっちの落ち着いた色合いのスカートなんかは、ユーナに似合うんじゃないかな」

　空太の言葉を聞いた直後。

　ユーナは指摘されたスカートを手に取り素す早ばやくレジに向かっていく。

　そのあまりのスピードに空太は唖然とすることになった。




「勘違いするな。これには別に他意はない。こういうフリフリとした装そう飾しよくは、武器を隠かくすのにうってつけだと思ったのだ！」




　オシャレにデコレーションされた紙袋を持ちながら、ユーナは聞かれてもいないのに言い訳を始めるのであった。





×　×　×






　それから。

　空太たちがショッピングモールに入ってから二時間の時が流れた。

　ユーナは相変わらずに人ゴミに慣れない様子であったが、空太に誘さそわれるまま様々な店に足を延ばしていた。

　オクタヴィアに設立されたショッピングモールは地上のものと比ひ較かくして特別、珍しい施し設せつがあるわけではない。

　だがしかし。

　これまで戦せん闘とうに不要と思われる経験を全く積んでこなかったユーナにとって、目に映る全てが新しん鮮せんだった。




「……皐羽よ。一つ聞きたいことがあるのだが」




　今現在。

　空太たち二人はショッピングモール内にあるアイスクリームショップの行列に並んでいた。

　厳選された素材を使ったこの店のアイスクリームは、演えん武ぶ学園の女生徒たちから絶大な支持を受けているらしく――。

　フェリシア曰いわく。

　無限に食べ続けても飽あきが来ないということであった。

「ん？　どうしたよ急に」

「我々の目的は……オクタヴィアを訪れている鉄心殿どのを捜すことだったはずだ。翻ひるがえって、現状を整理してみよう。先程から我々は遊あそび呆ほうけているばかりで当初の目的を失念しているのではないか？」

「…………」

　痛いところを突かれ、空太は思わず目を伏ふせる。

「安心しろよ。これは全て俺の考えた作戦の内だから」

「ふむ。詳くわしく説明してもらおうか」

「ああ。何しろ俺の親父は、野生動物並みに警けい戒かい心しんが強い。だからこっちが張りこみのような真ま似ねをしても絶対に感付かれちまうだろう？」

「たしかに。その可能性は非常に高いだろうな」

「ならば俺たちに出来ることは一つ。ショッピングモールで自然に遊びながら捜した方が遭そう遇ぐうできる可能性が上がるというわけさ」

　空太の言葉を受けたユーナは暫く何事か考える素そ振ぶりを見せたかと思うと――。

　やがて腑ふに落ちたかのような表情を浮うかべる。




「なるほど。そういう事情があるのならば納なつ得とくだ。たしかにあの御ご仁じんを出し抜くには一ひと筋すじ縄なわではいかぬだろうからな」




「…………」

　なんとか誤ご魔ま化かすことに成功した空太は、ホッと一息吐つく。

　当然ウソである。

　そもそも空太は鉄心の所在どころか、その生死すらも知り得ていない。

　二年前に父親は、息子むすこに対して何一つ手て掛がかりを残すことなく雲くも隠がくれを決め込んだのである。

（まったく……親父は今いま頃ごろどこで何をしているんだろうな）

　空太が溜ため息いきを吐いた直後である。




　人ゴミの中にいる人物と目が合った。




　その人物の姿を見るなり空太は、時間が止まったかのような錯さつ覚かくを覚えた。

　無造作に束ねた銀色の頭とう髪はつ。

　腰こしに差した大おお振ぶりの純刀。

　身みの丈たけ百八十センチを超こえる巨きよ躯くからは、何処どこか獅し子しのような野性味が窺うかがえる。

　間ま違ちがいない。

　そこにいたのは七年前に自分に剣けん術じゆつのイロハを叩き込んだ――。




　皐羽鉄心、その人であった。







第五話　再会







　時刻は空そら太たが鉄てつ心しんとの再会を果たす十分ほど前に遡さかのぼる。

　自身の仕事の都合で天空都市を訪れた鉄心は、久しぶりにオクタヴィアの景色を見て回っていた。

　最後にオクタヴィアを訪れたのは、今から十年以上前のことになる。

　オクタヴィアに住んでいる幼おさな馴な染じみに呼び出された鉄心は、半ば強引に街中を連れ回されたのだった。

　その時と比較すると――。

　この街の風景も随分と変わったものだと鉄心は思う。




（はぁ……。しかし、どうにも女ばかりの環境っていうのは肌に合わねえぜ）




　第三区画では鉄心のような男性の観光客もいるのだが、それでも女性と比べると少数派である。

　実際ショッピングモールに入っている店は、若い女性にターゲットを絞しぼったようなものばかり――。

　男一人で気軽に入れるような店は見つけられそうにない。

　何処か良い感じの居酒屋を見つけたら酒の一杯ぱいでもひっかけようと考えていたのだが、そういうわけにもいかないらしい。




（そういや空太はこんな場所で暮らしているのか。ハハッ。アイツも色々と苦労をしていそうだな）




　久しぶりに弟で子しと剣けんを合わせたい気持ちもあるのだが、いかんせんこちらは育児放ほう棄きをかました立場である。

　今更出て行ったところで、何を言われるか分かったものではない。

　ブラブラと歩いているとき、偶然に空太と遭遇してしまうパターンも考こう慮りよしたのだが――。

　その可能性はないと判断していた。

　何な故ぜならば、鉄心にとって空太の気配を探知するのは簡単なことだからである。

　空太の纏まとう張りつめた氣きの流れは、今でも肌身に染しみて記き憶おくしている。

　自分の技能があれば百メートル離はなれた地点からでも容易に感知することができるだろう。




（はぁ……。電話をかけるなら……何い時つも一回で済ませろと言っているだろう）




　なんとなく手て持もち無ぶ沙さ汰たになって携けい帯たいを取り出すと、優に十件を超える不在着信が溜たまっていた。

　どうやら昔を懐なつかしむ時間はこれで終わりのようである。

　いい加減に仕事場に戻もどってやらないと、頭の固い部下の女性から叱しつ責せきを受けてしまう。

　鉄心が溜息を吐いた直後である。




　人ゴミの中にいる人物と目が合った。




　その人物の姿を見るなり鉄心は、時間が止まったかのような錯覚を起こした。

　短く切った鳶とび色いろの頭髪。

　腰に差した大振りの純刀。

　服の上からでは分かり辛づらいが、余計な筋肉を削そぎ落おとし鍛えられた体は――まるで極限まで磨みがき上あげられた白しら刃はのような鋭するどさがある。

　間違いない。

　そこにあったのは、七年前に剣術のイロハを叩き込んだ愛まな弟で子しの姿であった。





×　×　×






「親父……なのか……？」

　二年前に失踪したはずの父親と再会した空太は、色々な意味で衝しよう撃げきを受けていた。

　だがしかし。

　それは鉄心の方も同じである。




「よぉ。久しぶりだな」




　鉄心は二年振ぶりに再会する愛弟子を苦笑いで迎えることしか出来なかった。

　一体何故？

　こんなことになってしまったのだろうか？

　その理由について鉄心は、直すぐに心当たりを付けることができた。




（この野や郎ろう……すっかり氣の流れが変わっていやがる）




　二年振りに再会する愛弟子は、以前までの面おも影かげをすっかり消失させていた。

　幼馴染を守れなかったトラウマが大きかったのだろう。

　かつての空太は、ひたすらストイックに『強さ』のみを追い求める求ぐ道どう者しやとしての気質を持っていた。

　その眼差しは飢うえた獣けもののようであり――。

　放っておくと一日中でも剣を振るっていそうな危あやうさがあった。

　鉄心はそんな空太の真まっ直ぐな姿勢に可能性を見み出いだしたのである。




（二年前とはまるで別人だな。体の方は欠かさずに鍛たん錬れんを積んでいるみたいだが……）




　以前の空太が纏っている氣は、自分以外の何物も寄せ付けないような荒あら々あらしいものであった。

　たとえばそう。

　偶然にも空太の隣となりにいる銀ぎん髪ぱつの少女に近いものであった。




「……教官。長らく捜しておりました」




　銀髪の少女は仰ぎよう々ぎようしい口調で告げると軽く頭を下げる。

「え～っと。嬢じようちゃんは確か……」

　以前に会ったことは覚えているのだが、名前までは思い出すことができない。

　鉄心が頭の奥おくから少女との記憶を引っ張り出そうとした直後。

　ユーナは腹部に巻き付けた銀色の輝かがやく鋼こう糸しを取り外し、鉄心に向かって投げつける。




「おいおい。これは一体なんの真似だい。ロシアの嬢ちゃん」




　足元を鋼糸で巻き付けられた鉄心は不敵な笑えみを浮かべていた。

　思い出した。

　彼かの女じよと出会ったのは、空太のことを養子として迎え入いれるよりもずっと前である。

　最後に会ったのは、彼女がまだ小学生の低学年くらいの頃ころだったと記憶している。

　鉄心は当時、武器と名のつくものならば何でも器用に扱あつかうことが出来るユーナの才能に入れ込こんでいたことがあった。

「ユーナ！　いきなり何をするんだよ!?」




「貴様は黙だまっていろ！　我は教官に聞かなければならないことが山ほどあるのだ！　絶対に此こ処こで……逃にがすわけにはいかない」




「逃げるって……どうして親父が逃げる必要があるんだ？」

「貴様は知らないのか？　この御仁の前では何重にも用心するに越こしたことはない。一度目を離せば次の瞬間には何処に行っているか分からんぞ」

「…………」

　暴力行こう為いを糾きゆう弾だんする空太であったが、不覚にもユーナの言葉に納得してしまう。

　空太も過去に神しん出しゆつ鬼き没ぼつで気分屋の父親には手を焼かされたものであった。




「おいおい。何をやっているんだ？」

「喧けん嘩かなら余よ所そでやってくれよ」




　騒さわぎを聞きつけた通行人たちが足を止め、集まり始めていた。

「悪いな。皐さつき羽ばよ。貴様の父親は、少し乱暴に扱わせてもらうぞ！」

　ユーナはそう前置きすると、周囲の状じよう況きようなどには目もくれずに鋼糸を駆く使しして、遠心力によって鉄心の体を振り回まわす。

　次の瞬間。

　鉄心の体は宙に浮いて、カフェのテラスに向かって突っ込んでいく。

「な、なんだ!?」

「何かがこっちに突っ込んでくるぞ！」

　テーブルは次々になぎ倒たおされ、人々の悲鳴が上がる。




（め、滅め茶ちや苦く茶ちやだ……）




　先手必勝と言わんばかりのユーナの暴力的な行動を目の当たりにした空太は、呆あつ気けに取られていた。

　だがしかし。

　人々の狂きよう騒そうが引いた直後。

　改めて周囲を見み渡わたしてみると、鉄心の姿を何処にも確かく認にんすることが出来なかった。




「なっ」




　慌てて鋼糸の先を辿たどってみると、斬ざん撃げきによってものの見事に切断されていた。

　一体どのタイミングで剣を抜ぬいたのか？

　一体どのタイミングで自分の前から姿を消したのか？

　ユーナは鉄心の動向を全く目で追うことが出来なかった。




「ユーナ！　二階だ！」




　隣にいた空太の声に反応して視線を上げると、銀髪の大男の背中を確認することができた。

　鉄心のいる二階のフロアーは、空太たちのいる一階のフロアーよりも十メートル近くは高い位置にある。

　新種の魔ま術じゆつでも使ったのだろうか。

　誰にも気付かれることなく相手に消えたかのように錯覚させる鉄心の足運びは、魔術と言っても差さし支つかえないレベルにまで達していた。




「悪いな。お二人さん。今はまだ会うタイミングじゃないってことで」




　振り返った鉄心は飄ひよう々ひようとした態度で言い残すと、空太たちの視界から消えていく。

「あの野郎……」

　どうやら二年振りの再会にもかかわらず、事情を聞かせてくれる気はサラサラないらしい。

　これには流石さすがの空太もカチンと来た。

　久しぶりに父親に対して一ひと泡あわ吹ふかせてやりたいという欲求が体の奥おく底そこから湧わき上がる。

　だがしかし。

　それはプライドの高いユーナにとっても同じことであった。




「……絶対に逃がさぬぞ」




　ユーナは一かけらの迷いもなく神機アーテイフアクトを展開すると、ノータイムで鉄心の後を追いかける。

　彼女の専用機《械神エクス・マギカ》には、二種類のモードがあった。

　それは本来の姿である速度特化のスタイルと、巨きよ大だい装そう甲こうを召しよう喚かんした後の火力特化のスタイルである。

　ユーナが七星騎き士し最強という評価を受ける要因の一つには、状況に応じて二種類の戦闘スタイルを使い分けることが可能という点があった。




「こっちも負けてられないな」




　師し匠しように出来て、弟子に出来ないということはない。

　空太はユーナの後を追うように一階から二階フロアーに飛び移る。

　こうして――。

　ショッピングモールを舞ぶ台たいとした盛大な追いかけっこは幕を開けるのであった。





×　×　×






「どうしてこう……俺おれの教え子たちは、揃いも揃ってヤンチャなやつばかりなのかね……」

　追つい随ずいする二つの影かげを背にしながらも鉄心は毒づいた。

　鉄心は二人の弟子を撒まくために超ちよう人じん的てきなスピードでショッピングモールを駆かけ抜けているのだが、ユーナの《械神》がそれを許さない。

　どれだけ超人的な身体能力を持っていようとも、神機を纏った人間を相手にするのは分の悪い勝負であった。

　逃げる鉄心を更さらに追いつめるため――。

　ユーナはそこで転移領域ドメインの魔術を構築して《械神》に巨きよ大だいな魔ま導どう砲ほう台だいを装着する。




「教官！　どうして逃げるのですか!?」




　砲台から射出された魔ま力りよく弾だんが鉄心の足元を目め掛がけて飛来する。

　鉄心は氣の流れを感知して、背後から飛んでくる攻こう撃げきを間かん一いつ髪ぱつのタイミングで躱かわし続ける。

　店内に次々と大きな爆ばく炎えんが上がる。

　ショッピングモールを訪おとずれていた人間たちはパニックに陥おちいっていた。




「……追いつめましたよ。教官」




　ユーナの追随を振り切きるために、神機では通りにくい幅はばの狭せまい通路に入ったことが仇あだになったのだろう。

　疾しつ走そうする鉄心の正面には、コンクリートの壁かべが近づいていた。




「なっ」




　完全にターゲットを追いつめたと確信したユーナであったが、そこで想定外の出来事が起こる。

　鉄心は目の前の壁を垂直に走り始めたのであった。

「残念だったな。ロシアの嬢ちゃん。俺とやり合うには少し修しゆ行ぎようが足りなかったみたいだぜ」

「クッ……」

　目前に迫せまる壁を前にして急ブレーキをかけるユーナであったが、時とき既すでに遅おそし。

　最高速度まで加速した神機をコントロールすることは容易ではなく――。

　そのまま壁に突っ込んでいくことになる。

　ボンッ、と。

　コンクリートが粉ふん砕さいされる音と共に《械神》は壁の中にめり込んでいくことになった。




「やれやれ。年寄りが無理するもんじゃねぇな」




　壁伝いに三階フロアーにまで移動した鉄心はホッと胸を撫なで下ろして、おもむろに内ポケットの中からタバコの箱を取り出した。

　一息吐こうとライターを使ってタバコに火を灯ともそうとした直後であった。




　背後から忍しのび寄よる何者かの気配。




　慌あわてて振り返った次の瞬しゆん間かん――。

　空太の大おお太た刀ちが鉄心を強きよう襲しゆうする。




「おう。空太。これは一体どういう了りよう見けんだ。久しぶりに再会する父親に対して斬きりかかる息子なんて聞いたことがないぜ」




　鉄心は火のついていないタバコを咥くわえながらも軽口を叩たたく。

　その左手は鞘さやに入ったままの太刀を突つき出し、空太の攻撃を受け止めていた。

「……それはお互い様さまだろ。こっちも久しぶりに再会する息子を置いて逃げる父親っていうのも聞いたことないぜ」

　二つの刃はが交わり、鍔つば迫ぜり合あいが続く。

　鉄心が壁伝いに三階に逃げることは、長年一いつ緒しよに暮らしてきた空太にとっては容易に想像できたことであった。

　空太は先行するユーナの様子を窺うかがいながらも、先回りして攻撃を打てるタイミングを見計らっていたのである。

「ハハッ。安心したぜ。女に囲まれて腑ふ抜ぬけていないか心配だったが、やっぱりお前はお前だったな」

「……どういう意味だ？」

「さぁな。それは自分の胸に手を当てて考えてみろよ。だが、俺としては今の方がお前には合っていると思うぜ」

「…………」

　そこから先は息を吸う暇ひまもないほどの剣けん戟げきが続くことになる。

　常人には視し認にんできないレベルの斬撃の嵐あらしが飛とび交かい、激しい火花を散らし合う。




「おう。空太。暫しばらく見ない間に随ずい分ぶんと成長しているじゃねーか！」




　戦いの最中――空太は終始笑え顔がおであった。

　二年前。

　師匠であり義理の父親でもある鉄心と連れん絡らくが取れなくなってからというもの――。
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　自分よりも強い相手と全力で剣を交えたいという欲求は、空太の中に募つのるばかりであったからである。

「たしかにお前は強くなった。剣けん士しとしての単純な技量ならば俺すらも凌りよう駕がしているだろう」

「…………」

　鉄心の言葉は空太の耳を通とおり抜ける。

　目の前の刃に対して極限まで集中力を研とぎ澄すませた空太には、周囲の雑音などは入る余地がなかったのである。




「――が、俺に勝つには早かったみたいだな」




　ここで鉄心が使ったのは、剣士同士の戦いにおいては禁じ手とも言える荒あら業わざであった。

　自らの剣けん技ぎを現代の魔術社会に通じるものに昇しよう華かさせるため――。

　鉄心は古今東西の様々な武術のエッセンスを皐羽流剣術に取り入れてきた。

　やがて七星騎士の一人となるユーナと出会ったのは、世界を渡わたり歩あるいて武の道を究きわめている最中であった。

　そういった経けい緯いもあり鉄心は、自ら得意とする剣術の他ほかに様々な攻撃手段を有していた。




「がはっ……」




　突とつ如じよとして空太の腹部に激痛が走った。

　全く予想していなかった角度から足あし蹴げりを食くらった空太は、完全に意表を突かれる形となった。

　空太との試合において鉄心は、これまで一度も体術を用いたことがなかった。

　逆に言うと今回の剣戟は、それだけ鉄心をそれだけ追いつめていたとも言える。

　蹴りが入り動きの鈍にぶった空太は、すかさず手にした刀を振ふり下おろして反はん撃げきに移ろうとする。

　けれども、直後。

　空太の視界はクルリと回転することになり――。

　その体はショッピングモールの吹ふき抜けに向かって落下していくことになる。

　自らが投げ飛ばされたことに気付いたのは、それから随分と後の話になる。




「悪いな。息子よ」




　獅子が自らの子供を崖がけから突き落とすという話を聞いたことがあるが――。

　まさか自分がそれに近いことをすることになるとは思いもしなかった。

　何時の日か全すべての真相を伝えることが出来るだろうか？

　鉄心は感傷的な想おもいに浸ひたりながらも、咥えていたタバコに火を灯すのであった。





×　×　×






　意識が戻った時に空太の視界に飛び込んで来たのは、白色の光を放つ無数の蛍けい光こう灯とうであった。

「……皐羽。目が覚めたか」

　声のした方に目をやると、丸まる椅い子すに腰かけながらナイフの手入れをしているユーナの姿があった。

「ユーナ。ここは……？」

「此処はオクタヴィアの病院だ。貴様は鉄心殿に投げ飛ばされて、地面に叩き付つけられたらしい」

「……ああ。道理で背中の方が痛いわけだ」

　自らの背中をさすりながらも空太は苦笑する。

「まったく。鉄心殿も無む茶ちやなことをする。常識というものがまるでない。普ふ通つうの人間なら間違いなく即そく死し級きゆうの高さだったのだぞ？　これだけの惨さん事じに見舞われても軽い打だ撲ぼくで済んでいる貴様も貴様だがな……」

「…………」




（その台詞せりふは……お前が言えるものではないんだけどな）




　まさかユーナに『常識がない』と言われる日が来るとは思わなかった。

　ショッピングモールで重火器を使用する彼女の方も大たい概がいだろう。

「それで親おや父じは？　今は何処どこにいるんだ？」

「そのことなのだがな……」

　ユーナは俯うつむき気味に視線を伏せながらも口を開く。

「残念なことに完全に撒まかれてしまったよ。こうなってしまっては本気になった御仁を捕とらえることは困難だろう」

「……そうか」

　空太の言葉には不思議と悲ひ愴そう感かんはなかった。

　久しぶりに父親と会い、剣を交えられたこと――。

　只ただそれだけのことで空太の胸は満たされていた。




「なあ。ユーナ。とにかく今は少しでも情報が欲ほしい。どんな些さ細さいなことでもいい。親父について知っていることがあるなら教えてくれないか？」




　どうして彼かれは天空都市を訪れていたのだろう？

　それ以前にどうして自分の前から姿を消したのだろう？

　今回の一件を経へて――。

　空太の中の謎なぞは深まるばかりであった。

　空太の言葉を受けたユーナは、寝しん具ぐの横の椅子に腰かけて――。




「そうだな。互たがいの目的が一いつ致ちしている以上、情報の共有化は必要か。少し長くなるから覚かく悟ごをしておくことだな」




　空太の前で自身の過去を打ち明けることを決めるのであった。





×　×　×






　ユーナ・バイルシュタインは、ロシア西部の農村で生まれ育った。

　一年を通して厳しい寒気に見み舞まわれるこの村の住人たちは、一様にして貧しい生活を強いられていた。

　ユーナの家庭もそれは例外ではなかった。

　四人兄妹きようだいの末っ子として生まれ育ったユーナに新品の衣服が与あたえられることはなかったし、毎日の食事も決して裕ゆう福ふくなものとは言えなかった。

　けれども。

　それでもユーナは幸せだった。

　幼い頃から両親と兄たちの愛を受けたユーナは、貧しいながらも充じゆう実じつした生活を送っていたのである。

　だがしかし。

　彼女を取り巻く環かん境きようは、禍か鬼きの襲しゆう撃げきによって瓦が解かいすることになる。

　日本と比ひ較かくして禍鬼による犠ぎ牲せい者しやが甚じん大だいな彼女の祖国では、禍鬼の襲撃によって家族を失う人間は珍めずらしくなかった。

　優やさしかった母親も――。頼たよりがいのある父親も――。

　既すでにこの世にはいない。

　ユーナは家族を失った悲しみを抱いだきながら村を去ることしかできなかった。







　それから数カ月後。

　家族を失ったユーナを更に絶望の海に叩き落としたのは、他国に亡命した軍人の口から聞いた情報である。

　ユーナの住んでいた村が滅ほろびたのは偶ぐう然ぜんではない。

　最初から軍に捨すて駒ごまとして利用されていたのであった。

　ユーナの住んでいた村の近くには、国の中ちゆう枢すうを担になっている富ふ裕ゆう層そうの人間たちが別べつ荘そうを建てることで栄えている街があった。

　軍は禍鬼の侵攻を認にん知ちしていたにもかかわらず、村の住人たちにその情報を伝えようとはしなかった。

　何故ならば、禍鬼とは人間を捕ほ食しよくする習性を持った生物。

　村の人間を餌えさにすれば、その時間は禍鬼たちの侵攻を止めることが出来るからである。

　この情報を耳にしたユーナは、誰だれにも別れを告げずに施し設せつから出ることを決意する。




（私の家族が死んだのは……私に力が無かったからだ……）




　自分に力があれば、禍鬼の脅きよう威いから家族を守ることが出来たかもしれない。

　自分に力があれば、軍は村を捨て駒にする選せん択たく肢しを採らなかったかもしれない。

　そう考えたユーナは、友人と過ごす時間も、家族との想い出でも切り捨てて――。

　ひたすら魔術の修行に没ぼつ頭とうするようになっていた。





×　×　×






「……教官に出会ったのはそんな時だった。あの人は帰る場所もなく放ほう浪ろうしていた我に対して軍に入ることを勧すすめてくれたのだ」

　当時の鉄心は自らの武を高めるために世界中を旅していた。

　家族を失ったばかりのユーナと、気に入った人間に対する面めん倒どう見みだけは人一倍良かった鉄心が打ち解けるまでに多くの時間はかからなかった。




「あの人は我に……沢たく山さんのことを教えてくれた。我が今より更に強くなるためには、あの人の教えが必要なのだ。だから我は……あの人の行ゆく方えを追っている」




「……そうか。そんなことがあったんだな」

　やはり彼女は自分と似ている。

　ここまでの話を聞いた空太は、真っ先にそんなことを思った。

　幼馴染を守れなかったトラウマから、力を求めるようになるまでの経緯は全く同一と言って良い。

　かつては空太も『力を手に入れる』ために不要なものは削ぎ落として、ひたすら剣の道に邁まい進しんしていた時期があった。

　だがしかし。
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　ユーナと自分では一つだけ決定的に違ちがうものがあった。




「一つ聞きたい。ユーナには大切な人っているか？」




　空太の言葉を受けたユーナは一いつ瞬しゆん、質問の意図するところが分からず硬こう直ちよくしていた。

「ふんっ。何を言い出すかと思えば……愚ぐ問もんだな。我にそのようなものは必要ない。強くなるためにはそのような存在は邪じや魔まなだけだからな」

　この回答は、空太にとって予想通りのものであった。

　おそらくユーナは普通の人間にとっては掛かけ替がえのない――。

　大切な人たちと過ごす時間を切り捨てることによって今の力を手に入れたのだろう。

　家族と過ごす時間は、幼き日の空太ですら削ぎ落とすことが出来なかったものである。




「与よ太た話ばなしが過ぎた。それでは我はこれで失礼するよ」




　席を立ったユーナの背中を見つめながら空太は思う。

　入口は同じでも、今日に至るまでの過程は正反対である。

　空太が大切なものを守るという目的を持つことで強くなったのに対し、ユーナは大切なものを削ぎ落とすことで強くなった。

　今日までユーナとの間にあったスレ違いの原因は、全てこの部分に集約されていたのだろう。







第六話　破は滅めつへの序曲







　父親との波乱の再会を経てから翌日。

　空そら太たはというと昨日と変わらず病院のベッドの上にいた。

　体の方は既に回復していたのだが、医者からの強い勧めにより病院の中にいなければならない状況にあった。




『朝のニュースをお伝えします。本日未明、神か奈な川がわ県けん横よこ浜はま市しに七体の人災級マーダークラスの禍か鬼きが出現した模様です。

　今年に入ってから出現した禍鬼の数は、現時点で去年の出現数の八倍に迫る勢いです。世界的に見てもこの傾けい向こうは顕けん著ちよであり、禍鬼の出現数は増加の一いつ途とを辿っているようです。この件に関して魔術省は、空装騎士の育成機関を増設することで対応を急ぐ方針で――』




　時刻は朝の九時三十分。

　特にやることがなく手て持もち無ぶ沙さ汰たになった空太はＴＶニュースを眺ながめていた。

　日増しに激しくなる禍鬼の襲撃事件を背景にして、ＴＶの中の生物学者たちは熱を上げて議論を交わしていた。

　ＴＶを見る習慣のない空太は、病室のベッドに寝ね転ころびながらも気け怠だるげにチャンネルを回していた。




「……暇だな」




　何い時つもは剣けんの稽けい古こに没頭している時間なのだが、入院中の身なので剣を握にぎるわけにはいかない。

　ついさっきまで見舞いに来てくれた妹の愛あい海りは、五分と経たたない内に『用事がありますから』という言葉を残して退席してしまった。




（どうして今日に限って……。何時もなら鬱うつ陶とうしいほど絡からんでくるのに）




　空太としては、誰でも良いから話し相手が欲しいところであった。

　ふとテーブルの上に目をやる。

　そこには妹がお見舞いに持ってきた小こ瓶びんが置かれていた。

　自作のラベルには『絶ぜつ倫りんキングダムＤＸ』という不ふ穏おんな文字が書かれている。

　聞くところによると――。

　何でもこのドリンクは愛海が調合した特製の滋じ養よう薬やくで、一口飲めば怪け我がが完治するのだとか。

　普ふ段だんの空太であれば、妹の作った怪あやし気げな薬物は絶対に口にしないのだが――。

　とにかく今日は、やることが見つからない。

　何か暇ひま潰つぶしになるような刺し激げきが欲しいところであった。




（まあ、流石にあいつもヤバい薬を盛ったりしないだろ）




　空太はそう判断すると、瓶の蓋ふたを開けてみる。

　これといって怪しい臭においはしないみたいだが、中の液体が紫むらさき色いろなのが気になるところである。

　暫く迷った挙句に空太は『絶倫キングダムＤＸ』を胃の中に流す。




（ウグッ！　なんだこれは……!?）




　次の瞬間、空太の舌は深刻な悲鳴を上げる。

　人間が口にして良いレベルの味ではない。

　たとえるならそれは――芋いも虫むしを生きたまま摩すり下ろして発はつ酵こうさせたかのような感覚である。




（あれ……なんだか急に意識が遠く……）




　その直後。

　急激な眠ねむ気けに襲おそわれ、空太の意識は次し第だいに薄うすれていく。





×　×　×






「空太……空太……」




　ゆらゆらと体が揺ゆれる。揺すられる。

　目を開けると、制服姿のフェリシア＆冬ふゆ華かがそこにいた。

「良かった。起きたのね」

「どうしてベッドの上で寝ねないのよ？　入ったら空太が床ゆかの上に倒れていて心配したんだから！」

　どうやら彼かの女じよたちはお見舞いに来てくれたらしい。

　二人は空太の意識が戻もどったことを確認し、ホッと胸を撫で下ろしているようであった。




「あれ……。俺は一体何を……」




　つい先さき程ほどまで自分は、愛海が作った特製ドリンクを飲んでいたはずである。

　ところが――。

　何時の間まにか空太の手元にあったはずの瓶は何処どこかに消えていた。

　先程までのことは夢だったのだろうか……？

「空太、これはお見舞いに持ってきた生花よ。向こうの窓まど際ぎわにある花か瓶びんに飾かざっておくわね」

「ありがとう、冬華」

　空太の許可を得た冬華は、手にもった生花を花瓶の中に入れようとする。

　瞬間。

　空太の目は冬華の体のある部分に奪うばわれることになる。

　それは尻しりであった。

　制服のスカート越ごしから冬華の尻のラインがクッキリと浮うかび上あがっていた。

　もう少し下の角度から覗のぞけばスカートの中から下着が見えるような、非常に際きわどい姿勢である。




「空太。どうかしたのかしら？」

「……ああ。いや。何でもないよ」




　冬華の疑問を受けた空太は、慌てて視線を逸そらす。

　何かがおかしい。

　たしかに冬華の体が女性的な魅み力りよくに溢あふれていることは、以前から知っていたのだが――。

　ここまでダイレクトに性的な欲求を刺激されたのは初めてのことであった。




（もしかして愛海のやつ……瓶の中に何か仕し込こんだのか!?）




　考えられる可能性としては一つしかない。

　あの瓶の中の液体が、性的な興奮状態に陥らせる作用のあるものだとしたら――。

　今回の不可解な状じよう況きようにも頷うなずけるものがある。




「空太。こっちを見なさい」




　フェリシアの声に反応して振り返かえる。

　すると、その直後。

　空太の口の中には、何やら温かい物体がねじ込まれることになる。

「……熱っ」

「ふふ。どうよ。アタシの行きつけの屋台で売っているタコヤキの味は！」

「あれ。このタコヤキ……熱いけど凄すごく美味うまいな」

「そうでしょうっ！　そうでしょうっ！」

　意中の相手からの同意を得られたフェリシアは、ニコニコと満面の笑みを浮かべていた。

「まったく……お見舞いにタコヤキなんて聞いたことがないわ」

「ふふ。そこは別にいいじゃないの。花なんて食べてもお腹なかが膨ふくれるわけではないんだから」

　フェリシアは二個目のタコヤキをつまようじに刺さす。

「ほら。空太。口を開けなさい。これは一昨日おとといのリンゴのお返しよ」

　フーフーと息を吹きかけてフェリシアがタコヤキを冷ましている最中。

　空太の目はフェリシアの体のある部分に奪われることになる。

　それは胸であった。

　制服のブラウス越しから胸のラインがハッキリと浮かび上がっていた。

　改めて見ると――やはり大きい。

　今にも『制服のボタンを弾はじき飛ばしてしまうのではないか？』と、見ている人間を二重の意味でドキドキさせるフェリシアの胸は絶対的な存在感を放っていた。




「はい。空太。あーん」




　次に食べたタコヤキは全く味がしなかった。

　フェリシアの体にばかり気を取られて、味の情報が頭の中に入ってこない。

　空太の体内の血の巡めぐりは次第に下半身に集中して行くことになった。




（クソッ！　俺の体は……一体どうなっているんだよ!?）




　空太の胸の中は罪悪感で一いつ杯ぱいであった。

　大切な仲間の体を性的に見てしまうことに対して空太は、後ろめたい気持ちを抱いていたのである。

　だがしかし。

　一方で、その頃ころ。




（（……計画通りっ！））




　空太に女性として意識されていることを確信したフェリシア＆冬華は、心の中で大きくガッツポーズを取っていた。

　事前に立てた計画は順調に達成している。

　空太に対して向ける二人の眼まな差ざしは、草食動物を狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのそれになっていた。





×　×　×






　時刻は空太が薬を飲んで意識を失ってから二時間ほど前に遡さかのぼる。

　此こ処こは天空都市の第二区画に位置する男だん子し寮りようの３０２号室。

　空太の妹、皐さつき羽ば愛海が生活している部屋に三人の女性が集まっていた。




「お二人とも。どうして今回のプール作戦が失敗に終わってしまったのか……原因を理解していますか？」




　回転椅子に腰こしかけた愛海は、重苦しい雰ふん囲い気きの中で口を開く。

　当初の予定では、プールデートという最大のチャンスを活いかして空太と女性メンバーの関係は一歩前進するはずだった。

　けれども。

　現状、空太との関係は以前と比べて全く進歩が見られない。

　厳しい現実を受け止めた愛海の表情は、普段のような愛あい嬌きようのある笑みは微み塵じんも感じられないものであった。




「それはその……雪ゆき城しろがアタシの邪魔をするから」

「責任転てん嫁かは止やめてもらえるかしら。それを言ったらフランベルクさんが私の邪魔をするのが悪いのよ」




　何時ものように言い争いを始める二人の様子を目まの当あたりにして、愛海は小さく溜ため息いきを吐つく。

「それです！　こういう風に不毛な争いを繰くり返すことが、お兄さまを逃にがす決定的な隙すきを生んでいるのです！」

　二人としても心当たりがあったのだろう。

　愛海の言葉はフェリシア＆冬華の胸の奥深くに突き刺ささることになる。

「いいですか。愛海の分ぶん析せきによりますと、お二人の女性としての基き礎そスペックは申し分のないものがあります。断言します。貴方あなたたちが本気を出して落とせない男性は、この世界に存在しないでしょう」

「えへへ。そこまで褒ほめられると照れるわね」

「フェリシアさん！　ヘラヘラしている場合じゃありませんよ！」

　愛海は緊きん張ちよう感かんのないフェリシアを咎とがめると、更さらなる持論を展開する。

「けれども！　皮肉なことにお二人の基礎スペックが高すぎることが攻せめあぐねる原因の一つでもあるのです。

　愛海の分析によると、お二人がアピールに力を入れるほど、逆説的に『どちらも魅み力りよく的てきだから選べない』という矛む盾じゆんを生み出だしてしまってる可能性が高いと考えています」

「生まれ持ったものが原因ということかしら？　それが本当ならば私たちに打つ手はないわね」

「いいえ。一つだけ方法があります」

　冬華の言葉を否定した愛海は、今回の議論の核かく心しんとなる提案をすることにした。




「次の作戦では、『二人で仲良く協力して』確実にお兄さまのハートを射止めて下さい。いいですか。今回の『お見舞い作戦』は……お二人にとって最初で最後の最大のチャンスになるかもしれませんよ？」




　ここまでの顛てん末まつが二人が病院に来るまでの間に行われていたことであった。

　自分の与あずかり知らない場所で綿密に計画が練られているなど――。

　当然ながら空太にとっては知る由よしもないことであった。





×　×　×






　空太に女性として意識されていることを確信した二人は、互いに目配せをして作戦を次なるステップに移行することで合意する。




「ね、ねえ。雪城。そういえばこの部屋って……なんだか無む性しように暑くない？」

「……たしかに。冷れい房ぼうが効いていないのかしら」




　傍はたから見ると少し演技臭くさい会話であるのだが――。

　薬の成分によって冷静な思考能力を奪われていた空太が、その違い和わ感かんに気付くことはなかった。

「ごめん。空太。ちょっと我が慢まんできないから服を脱ぬぐことにするね」

「私も……暑いのは苦手なの」

　二人はそう前置きすると、制服の上着を脱ぎ去って下着姿になる。




「なっ。お前たち……何をやっているんだよ!?」




　慌あわてて視線を逸らす空太であったが、プルンと露あらわになった二人の乳ち房ぶさが脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。

　直後。

　スルスルと衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。

　どうやら二人は上着だけではなくスカートまで脱ぎ去っているらしい。

　空太はそこで下半身の血の巡りが更に高まっていくのを感じた。

　けれども。

　それは二人にとっても同じことであった。

　フェリシア＆冬華は、全身にアルコールが回ったかのような感覚に陥おちいっていた。

　二人がこれほどまでに大だい胆たんな行動を取れるのは、『人間の理性を破は壊かいして獣けものに還かえす』というコンセプトによって開発された愛海特製の滋養薬『絶倫キングダムＤＸ』の効果によるものである。




「ソラくん。ちょっといいかな」




　普段のクールな雰囲気とは百八十度印象が違う――。

　溶とかしたチョコレートのように甘あまい冬華の声に釣つられて視線を戻す。

　そこには制服を脱ぎ去り、ランジェリー姿になった二人がいた。




「どうかしら？　この下着は雪城と二人で一いつ緒しよに選んでみたのだけど……」




　フェリシアはモジモジと気き恥はずかしそうに指を絡ませる。

　二人のランジェリー姿は、空太の中に残っていた僅わずかばかりの理性を吹ふき飛とばすのに十分なものであった。




「ねえ。空太。アタシの体……触さわってみたいとは思わない？」




　フェリシアは空太の返事を待たずに、パチパチという音を立てて下着のホックを外していく。

　下着を脱いだフェリシアは、空太の手を取り自らの胸に押おし当てる。




「どう？　これが女の子の胸。恥ずかしいけど……。アタシの体、空太が好きにしていいんだよ？　だってほら……。空太には早く退院して元気になって欲しいから」




　空太は無言だった。

　何な故ぜならば――。

　フェリシアの裸ら体たいの美しさに見み惚とれ、頭の中で他ほかの何かを考える余よ裕ゆうがなかったからである。

　空太の手の動きに呼応するかのように、フェリシアの胸はむにゅむにゅと形を変える。




「あぁぁん……っ！」




　貪むさぼるように胸を揉もみしだかれたフェリシアの口からは娼声が上がる。

　フェリシアの体は意外なほどに敏びん感かんであった。

　体が感じやすいのは薬の効果によるものだけではない。

　人間の欲求というものは、往々にして、抑おさえつけるほど増ぞう幅ふくするものなのである。

　彼女がこれまで胸に秘ひめてきた『好きな人と結ばれたい』という想おもいは、内に秘めた性的欲求を徒いたずらに高めていくものであったのだった。




「……ねえ、空太。もっと気持ち良いことしたくない？」




　フェリシアは提案する。

　空太に胸を揉みしだかれた彼女の表情はトロンと惚ほうけたものであった。

　フェリシアは空太の髪かみの毛けをそっと撫なでる。

　それから。

　何を思ったのかフェリシアは、空太の頭を自らの膝ひざに乗せた後――。

　その巨きよ大だいな胸を空太の口の中に押し込んだ。




「～～～～っ！」




　むぎゅうううっ、と。

　心ここ地ち好よい乳圧が空太の口内を刺激する。

　巨大な乳房を口の中に入れられることになった空太は、これまでに味わったことのない興奮を覚えた。




「……そんなに乱暴にしちゃ……んんっ！」




　空太は一心不乱に目の前の胸を貪っていた。

　その様子はさながら生まれたての赤子のようである。

　愛海特製の滋養薬によって理性を飛ばした空太は、フェリシアの胸を口に含ふくみ、頬ほお張ばり、舌で転がし、甘あま噛がみして、その感かん触しよくを味わっていた。




「ソラくん。お願いだから……こっちも見て欲ほしいな」




　声のした方に目をやると、そこにいたのはランジェリー姿の冬華であった。

　何を思ったのか冬華は、背中を向けた状態で空太の体に馬乗りになった。




「恥ずかしいけど……フェリシアさんには負けたくないから」




　冬華は意味深な言葉を残すと自らのパンツをズリ下ろす。

　次の瞬しゆん間かん。

　プリンとした冬華の生尻が露わになった。

　毛の一本すら生えることを許さない冬華の尻はまるで――何人たりとも近づくことの出来ない神聖不ふ可か侵しんの永久凍とう土どを彷ほう彿ふつとさせるものであった。




「……ソラくん。ジッとしていてね」




　予想以上に大胆に攻めるフェリシアに対たい抗こう意識を燃やしたのだろう。

　冬華は空太のズボンをズリ下げてターゲットを定めると、自らの尻で空太の下半身をムッチリと挟はさみ始める。

　プリプリとした極ごく上じようの弾だん力りよくを持った冬華の尻に包まれた空太は、これまでに味わったことのない快楽を経験することになる。




「……っ。ソラくんの熱いのが私のお尻にっ！」




　冬華は自らの尻で空太の下半身を挟んだまま体を上下に動かして、与あたえる刺激を強めていく。

　想い人と体を密着させた冬華は、心身共に未体験の悦よろこびに浸ひたることになった。




（一体……どうしてこんなことになっているのだろう？）




　さしずめそれは『前門の胸、後門の尻』といったところだろうか。

　実のところ――。

　愛海の滋養薬の作用によって理性のタガが外れた三人は、自分たちの行こう為いを冷静に把は握あくしていたわけではなかった。

　三人はそれぞれ半ば無意識の内に、体を重ねていたのである。

　それから。

　一体どれくらいの間、互たがいの体を貪っていただろうか。

　二人の美少女の献けん身しん的てきな行為によって、空太の快楽が絶頂に達しようとした瞬間であった。




　ガタガタと体が揺れる。




　最初は三人の行為によってベッドが揺れているだけだと思っていたのだが、そういうわけでもないらしい。

　次第に揺れは強くなり――。

　病室に置かれていた棚たなを倒さんばかりになる。

　薬の効果によって理性を失っていた三人であったのだが――。

　棚に保管されていた薬くすり瓶びんが落下して床の上に液体が撒まき散ちらされている光景を目の当たりにして、思考が徐じよ々じよにクリアなものになっていく。




　今回の一件が世界の終わりを告げる最初のサインであることを――。

　空太はまだ知らないでいた。





×　×　×






　一方、その頃。

　此処は天空都市の《第一制せい御ぎよ室しつ》という施し設せつの中である。

　天空都市の中ちゆう枢すうを担になう魔術基盤コア・メソツド《セントラル・コア》の管理を目的としたこの施設は、オクタヴィアの中でも極ごく々ごく限られた人物しか入室を許されていない。

　沖おき浦うら静しず流るは学園内部に設けられた地下階段を駆かけ下おりて、第一制御室に向かっていた。




「一体どうしたというのだ！　この騒さわぎは!?」




　静流が扉とびらを開けると、部屋の中は奇き妙みような静けさが支配していた。

　セントラル・コアの管理という機密性の高い役割を果たしていることから――。

　この施設で働くチームは常に最小限の人員で構成されている。

　けれども。

　それを考こう慮りよしても、部屋の静けさは異常なものであった。




「……室長」




　駆け付つけた静流の元に一人の女性職員が歩み寄る。

　彼女の顔色が不気味なほど蒼そう白はくであったことは、静流にこれから起こる不ふ吉きつを予感させた。

「太平洋の海中からエネルギー反応を確かく認にんしました。……おそらく禍鬼のものと思われます」

「敵てき襲しゆうか。相手の戦力は……？」

「それが……これを見て下さい」

　女性職員は項うな垂だれながらも机に戻ってキーボードを叩たたく。

　その直後。

　第一制御室のメインモニターには、天空都市の周辺に存在する魔ま力りよく反応が表示された。




「……!?」




　モニターの画像を一目見るなり静流は絶句した。

　この施設で禍鬼の魔力反応をキャッチすることは、最近では特に珍めずらしいことではなかった。

　しかし、問題なのはその数である。

　静流の目算が正しければ、敵の数は百、二百……あるいはそれ以上。

　その圧あつ倒とう的てきな物量は、国内にいる空装騎き士しを総動員しても心もとなく感じるレベルであった。

「被ひ害がいの状況から判断するに……先程の揺れの原因は彼かれらの攻こう撃げきによるものと推測されます」

「……バカな。そんなことが」

「私も信じられません。敵の集団は少なくともここから……十数キロは離はなれた場所にいるのです」

　禍鬼の中には魔ま力りよく弾だんを放出する遠えん距きよ離り攻撃を得意とする種も確認されているが――。

　静流の記き憶おくによると射程距離が十キロを超こえるものは存在していない。

「……新型か」

　となると濃のう厚こうな可能性は一つ。

　それは人類が未いまだに遭そう遇ぐうしたことのない新型禍鬼の存在である。




（……私は悪夢でも見ているのか？　この状況はまるで……七年前の大だい厄やく災さいそのものではないか）




　二百を超える禍鬼を相手にするだけでも不可能だというのに――。

　更には規格外の遠距離攻撃の手段を持った新型まで存在する可能性があるというのだから、状況は絶望的である。




（落ち着け。冷静になれ。私が動かないで誰だれが……この事態に対処するというのだ……）




　立て続けに降りかかる不運に対して頭を抱かかえる静流であったが、頭を振ふって思考を切きり替かえる。

　起きてしまったことをいつまでも悔くいていても仕方がない。

　大切なのは起きてしまった事態にどう対処して行くかである。

　事態の重さにいち早く気付いた静流は部下たちに指示を飛ばし、手始めに都市全体に《反射障壁イクリプス》の展開を準備することを決意するのであった。







第七話　海上決戦







　静しず流るたちが近接する禍か鬼きの気配を探知してから二時間後。

　空そら太た・フェリシア・冬ふゆ華かの三人は、担任教師の静流に呼び出されて演えん武ぶ学園に向かっていた。




「う～。頭がガンガンするわ。ねえ。空太。アタシが病院のベッドで何をやっていたのか覚えていない？　なんか前後の記憶があやふやなのよね」




「……ああ。俺おれは何も覚えていない。覚えていないよ」

　本当は全すべて覚えている。

　ポヨポヨとしたフェリシアの胸と、モチモチとした冬華の尻は、空太の網もう膜まくにすっかり焼き付いていた。

「三人が同時に記憶が飛んじまうなんて。こんな偶ぐう然ぜんがあるんだなー」

「……たしかに奇妙な話よね」

　妙みように余よ所そ余よ所そしい雰囲気で冬華が同調する。

　空太は推測する。

　今回の出来事を綺き麗れいサッパリ忘れているのはフェリシアだけなのだろう。

　これは後々になって分かったことなのだが――。

　どうやら自分だけではなくフェリシア＆冬華も愛あい海り特製の滋じ養よう薬『絶ぜつ倫りんキングダムＤＸ』を飲んでいたらしい。

　つまりあの事件は、全て事故のようなものである。

　今日のことは互いのためにも『忘れた』というスタンスでいた方が良いだろう。





×　×　×






　それから。

　空太たち三人は静流の招集によって演武学園の教室に集められていた。

「……お兄ちゃんも呼び出されていたのですか」

　教室に到とう着ちやくするなり空太を出で迎むかえたのは、雷かみなり領域ドメインの七星騎士イクイクである。

「ああ。イクイクが学園にいるなんて珍しいな」

「スィ。家でお料理をしていたところ……寮りようの電話で静流さんに呼び出されたのです。静流さん……何やら只ただ事ごとではない雰囲気でしたが何かあったのでしょうか？」

「そうだったのか」

　学園の生徒ではないイクイクを呼び出したということからも窺うかがえる。

　たしかに今回の招集は只事ではないのだろう。

　もしかしたら先刻の原因不明の地じ震しんと何か関係があるのかもしれない。

「あれ。ユーナも来ていたのか」

「……それはこちらの台詞せりふだよ。皐さつき羽ば空太。まさか貴様まで呼び出されるとはな」

　教室の壁かべに寄より掛かかったユーナは無愛想に返事をする。




（一体……何が始まるというのだろう？）




　空太が席に着いてから暫しばらくすると教室の扉が開く。

　何い時つになく真しん剣けんな雰囲気の静流を目の当たりにして、教室にいた空太たちは自然と身構えることになる。




「……今回、集まってもらった理由は他でもない。貴様たちをオクタヴィアに存在する最強の騎士と見込んで、学園から正式に依い頼らいしたい仕事があるのだ」




　そこで静流はポケットの中から取り出した情報端たん末まつを操作し、教室に設置されたディスプレイに映像を投とう影えいする。

　そこに映ったのは天空都市の近きん隣りんの地図と、近接する夥おびただしい量の魔力反応であった。




「端たん的てきに言おう。現在、我々は未み曾ぞ有うの危機に陥っている。映像からも分かる通り、今から一時間以内に禍鬼の集団がオクタヴィアと激げき突とつする」




　静流の言葉は、空太たちにとって何一つとして現実味を持たないものであった。

「敵の戦力は現在観測している限りでも二百以上。奴やつらの中には十キロメートルを超える遠えん距きよ離りからの攻撃を可能にする新種の存在も確認している。このまま奴らの進行を許せばオクタヴィアは壊かい滅めつ的てきな被害を受けることになるだろう」

　そこまで説明したところで、静流は教きよう壇だんの上から生徒たちに視線を向ける。

「そんな……一体どうしてこんなことに!?」

　静流の発言に対して最初に声を上げたのはフェリシアであった。

　禍鬼の被害によって愛する祖国を失った彼かの女じよは、誰よりもこういった事態に対するトラウマが強かったのである。

「それが分かったら我々も苦労はしない。奴らが一体どうやって生まれるのか？　何のために生まれるのか？　奴らのメカニズムについて、我々は全くと言ってよいほど知識を有していないのだからな。

　我々は常に後手に回らなければならない立場にある。そのことは此処に居る貴様たちは身をもって知っているはずだ」

「…………」

　返事をすると静流は本題となる言葉を切り出した。




「貴様たちに任せたい任務は一つ。現在、要よう請せい中ちゆうの魔ま術じゆつ省しようからの援えん軍ぐんが到着するまで時間稼かせぎをして欲しいのだ」




　空太は机につきながら静流の言葉を黙だまって聞いていた。

　二百を超える禍鬼の大群に加えて、新型の禍鬼の存在――。

　自分たち生徒にまで頼たよらなければいけないという状じよう況きようからも窺える。

　事態は思っていた以上に切せつ迫ぱくしているのだろう。




「断っておくが、今回の依頼は強制ではない。十秒ほど時間をやる。理由があって戦えない者は、今すぐにこの場から立ち去ってくれ」




　空装騎士の候補生という身分である生徒に対して戦せん闘とうを強制する権利は学園側にはない。

　けれども。

　静流の言葉を受けて教室から出ていこうとするものはいなかった。




「その任務、俺は引き受けます」




　空太の中に依頼を断る理由はなかった。

　何故ならば――。

　自分が戦うことから逃げれば、それだけ多くの人間の命が失われる可能性が増すことを理解していたからである。

　七年前。

　空太は戦うことから逃げたばかりに後こう悔かいし続ける人生を送っていた。

　これまで剣けん術じゆつの鍛たん錬れんに励はげんでいたのは今日のような日に備えてのことだったのである。




「もちろんアタシも参加するわ！　この街はアタシにとっては第二の故郷みたいなものだからねっ」

「七星騎士の一人として参加しないわけにはいかないようね」

「スィ。今度はワタシがお兄ちゃんを守る番です」




　戦う覚かく悟ごを決めた生徒たちを前にして、静流はひっそりと誇らしげな笑えみを零こぼす。

　三人の中には少なからず、前ぜん代だい未み聞もんの相手と戦わなければならないことに対する恐きよう怖ふ心しんがあった。

　けれども。

　この街にそれぞれ大切なものを持った三人は戦うことを選んだのである。




「……フフ。こんなにも早く我の力を凡ぼん夫ぷどもに見せつける機会が訪おとずれるとは思わなかったぞ」




　しかし、その中で只ただ一人。

　ユーナだけはこの場にいる誰とも違う歪いびつな笑みを浮うかべていた。

　日常生活の全てを『強くなること』に捧ささげているユーナにとって、戦うことに理由は存在しない。

　彼女にとって戦場とは、己おのれの力を誇こ示じするための場でしかなかったのである。





×　×　×






　静流から作戦の詳しよう細さいを聞いてから三十分後。

　空太は接近する禍鬼の軍勢を迎むかえ撃うつべく、天空都市から神機アーテイフアクトを展開し付近の海上で待機していた。

　ここ三カ月ほど天空都市の内部に籠こもりっぱなしの空太にとっては、外側からオクタヴィアを見るのは久ひさし振ぶりの経験であった。




「……よもや貴様に背中を預けることになるとはな」




　今現在、空太はユーナと二人きりという状況であった。

　静流の立案したチーム編成により――。

　空太はユーナと二人で防衛任務にあたることになっていた。

　もう少し離れた地点にはフェリシアと冬華がいるはずなのだが、ここからでは肉眼で確認できそうにない。

「ああ。今日はよろしく頼たのむよ」

「……ふんっ。せいぜい我の足を引っ張らぬことだな」

　静流に与えられた空太たちの役割は、オクタヴィアに向かって侵攻する禍鬼集団の足止めである。

　あくまで遠距離からの攻撃に徹てつして無理をしない。

　というのが静流から繰り返かえし伝えられた注意事じ項こうであった。

　近接戦闘を主体とする空太は今回の防衛任務には馴な染じまない。

　そういう意味ではユーナのサポートに回ることが、空太に与えられた使命であると言えた。





×　×　×






　それから。

　空太が最初に禍鬼の存在を確認することが出来たのは、待機すること二十分後のことであった。

　地平線の向こう側で、何やら巨大な黒色の影かげが蠢うごめいていた。

　黒色の影は次し第だいに空太たちに接近し、その姿を露わにすることになる。




　現れたのは四足歩行の爬は虫ちゆう類るいの形をした禍鬼であった。




　さしずめそれは蜥蜴とかげ型がたといったところだろうか。

　空太はもちろん百ひやく戦せん錬れん磨まのユーナでさえも見たことがない種類の禍鬼であった。

　不気味なことに彼らは空を飛ぶでも海を泳ぐでもなく――。

　水の表面を歩くことによって移動していた。

　体長は目算にして五メートルほど。

　その数は優に三十匹ぴきは超えているだろう。

　働きアリのように隊列を崩くずさずに侵攻する禍鬼たちによって、瞬またたく間まに周囲の海は黒色に染まっていくことになる。




「……さぁ。掃そう除じの時間だ」




　禍鬼を前にしたユーナは嗤わらっていた。

　そこにはショッピングモールに行った時に見せた年とし頃ごろの少女の面おも影かげは全くない。

　只々、早く戦闘をしたくて仕方がないという様子であった。

　直後。

　ユーナは自身の専用機である《械神エクス・マギカ》に装着した砲ほう門もんから次々にＧＴＭと呼ばれる魔ま導どうミサイルを発射していく。

　立て続けに発射されたＧＴＭは、空に弧こを描えがきながらも禍鬼たちの頭上に向けて雨のように降り注ぐ。




「げっ。げげげっげげげげ」




　蜥蜴型の禍鬼は耳みみ障ざわりな悲鳴を上げながら一匹、また一匹と海底に沈しずんでいく。

（相変わらず凄すごい威い力りよくだな……）

　械神から発射されたＧＴＭは的確に蜥蜴型の禍鬼をロックオンして、海上に大きな爆ばく炎えんを発生させる。

　想定外の攻撃を受けることになった禍鬼たちは、隊列を崩してバラバラになって逃にげていく。




「――そこだっ！」




　統とう率そつを失った個体を打つことは容た易やすい。

　剣けん技ぎによる一対一の戦闘を得意とする空太にとっては絶好のチャンスの到とう来らいであった。

　ターゲットを絞しぼると空太は自身の専用機である《閃煌エスペランザ》を駆く動どうさせて、集団からはぐれた禍鬼に向かって斬きり込こんでいく。

　空太の剣技によって頭部を切断された禍鬼は、次々に断だん末まつ魔まの叫さけびを上げていくのであった。







　それから十分後。

　結論から言うと禍鬼の討とう伐ばつ作戦は順調に進んで行った。

　静流から与えられていた役割は『禍鬼の足止め』ということであったのだが――。

　今のところ視界に入った敵は、一匹残らず殲せん滅めつすることに成功している。

　それを可能にしていたのは、七星騎士最強と謳うたわれるユーナの能力によるところが大きいだろう。

　個人が持つには相応ふさわしくない高火力の戦術兵器を惜おしみもなく駆く使しして、ユーナは禍鬼の集団を蹴け散ちらしていく。

　ユーナが敵集団に向かって攻撃し、逃がした個体を空太が仕留める。

　二人の間には自然とそんな作業分担が出来上がっていた。

　だがしかし。

　本来ならば順調に作戦が進行しているにもかかわらず――。

　空太の胸中から不吉な予感が消えることはなかった。




「……!?」




　強力な魔力の気配に引かれて振り返ると、空太の視界には暗黒に染まった海が広がっていた。

　敵の数は千、あるいは二千を超えているかもしれない。

　禍鬼の集団は途と切ぎれることなく地平線の彼方かなたから侵攻していた。




「ユーナ！　一いつ旦たん引いて様子を見よう」




　これでは事前に受けていた報告とあまりに話が違ちがい過ぎる。

　静流の話では、敵の数は三百を大きく超えることはないということであった。




「この腰こし抜ぬけが。恐おそれをなしたか」




　空太の進言を受けたユーナは露ろ骨こつに不快感を露あらわにしていた。

「事前の情報と違い過ぎる。ここは一旦引いて静流先生の判断を――」

「くどい。貴様のような弱者に貸す耳はない」

　ユーナは吐はき捨すてるように言葉を残すと、《械神》を駆動させて禍鬼の集団に向かって突っ込んでいく。

　いかに彼女の戦闘能力が高くても無む謀ぼうという以外に言葉がなかった。

　空太は迷っていた。

　本来であれば、自分のするべきことは一旦引いて状況を伝えることだろう。

　けれども。

　ここでユーナを一人にしてしまうと、苦しんでいる彼女を救ってやることが二度と出来なくなるような――。

　そんな漠ばく然ぜんとした不安が脳のう裏りを過よぎったのである。




「クッ……」




　悩なやんだ挙句に空太は《閃煌》を駆動させ、遅おくれてユーナの背中を追いかけることにした。

　空太の目の前には先の見えない黒色が広がっていた。





×　×　×






　一方、同刻。

　空太の与あずかり知らないところで禍鬼とは異なるもう一つの脅きよう威いが接近していた。




「……あぁ！　ようやく空太さまに会えますわ！」




　時空領域の七星騎士――姫ひめ吊づり逆さか夜よは海の上を駆けていた。

　自身の専用機である《蝕月ハーミツト・ムーン》を身に纏まとった逆夜のテンションは最高潮に達していた。

　今回の出しゆつ撃げきに際して莉り玖くから受けた作戦は、『混乱に乗じてユーナを生いけ捕どりにすること』である。

　けれども。

　最愛の男性に出会うチャンスを得た逆夜はそんな目的など既すでに忘れていた。




「間ま違ちがいありません！　これは……空太さまの匂においですの!!」




　潮風に運ばれた空太の匂いに反応した逆夜は、更さらにスピードを加速させていく。

　狂きよう気きに満ちた逆夜の眼まな差ざしからは、『邪じや魔まするものは容よう赦しやなく斬り伏ふせる』という意思が垣かい間ま見みえるようであった。




「あの人が近くにいると考えただけで逆夜は……逆夜は……濡ぬれてしまいますの」




　限界まで加速を続ける逆夜の機体は、常人には視し認にん不可能なほどそのスピードを上げていた。

　やがて、逆夜の視界に一人の少女が現れる。

　その少女――皐羽愛海は自身の専用機を身に纏い海上に静止していた。

　今回の異変に際して愛海は、空太たちとは別べつ枠わくで防衛任務にあたっていたのである。

　彼女の手には身みの丈たけほどある巨きよ大だいなハンマーの形をした魔道具レガリアが携たずさえられていた。

　だがしかし。

　今の逆夜にとって空太以外の人間など路ろ傍ぼうの石ころと同程度の存在に過ぎない。




「あ。どもども。初めまして」




　愛海の挨あい拶さつは逆夜の耳を虚むなしく通とおり抜ぬける。

「…………」

　逆夜はそこで転移領域の魔術基盤コア・メソツドを用いて自身の周囲に無数のナイフを顕けん現げん化か。

　正面に立ち塞ふさがる少女に向かって夥しい量のナイフを投げつける。

　直後、愛海の視界を一面の銀色が覆おおう。

　逆夜としては今回の攻撃で完全に相手を制圧したつもりであった。




「……って、酷ひどいじゃないですか！　少しは私に話をさせて下さいよ！」




　しかし、次の瞬しゆん間かん。

　逆夜にとって不可解なことが起こった。

　完全に相手を捉とらえたはずの投げナイフが、愛海の体に命中する直前で海に落下していったのである。

　偶然と呼ぶにはあまりにも恣し意い的てきなタイミング。

　目の前の相手が何らかの魔術を用いて自分の攻撃を防いだことは明白であった。

（なんでしょう。彼女が内包する魔力からは空太さまに近いものを感じますわ）

　そのとき逆夜はようやく愛海の存在を気に留めることになる。




「貴方あなた……空太さまの何ですの？」




　開口一番、逆夜の口から飛び出だしたのはそんな疑問であった。

　実力を認めたからというわけではない。

　声をかける気になったのは、目の前の少女の雰ふん囲い気きが何処どこか空太と似ていることに気付いたからである。




「申もうし遅れました。私の名前は皐羽愛海。貴方の知り合いの皐羽空太の最愛の妹であり――。未来の妻となる女です！」




　自己紹しよう介かいの後に愛海は衝しよう撃げき的てきな言葉を言ってのける。

「なっ」

　逆夜は動どう揺ようしていた。

　何な故ぜならば――。

　好きになったその瞬間から逆夜は、空太と添そい遂とげる未来を信じて疑わなかったからである。

　まさか自分以外の女性が空太の婚こん約やく者しやとして名乗りでる日が来るとは思わなかった。

　逆夜にとって愛海の存在は、人生で初めて遭遇する『恋こいのライバル』に他ほかならなかったのである。




「……何をおっしゃいますの？」




　心を乱された逆夜は上うわ擦ずった声で続ける。

「空太さまのことを世界で一番好いているのは逆夜です！　故に空太さまの寵ちよう愛あいを一番に受けるのは逆夜以外にありえませんの！」

「はぁ……。貴方こそ何を言っているのでしょうか？」

　逆夜の言葉を受けた愛海は『やれやれ』といった雰囲気で肩かたをすくめる。




「世界で一番、お兄さまを愛しているのは私です。こちとら二歳さいの頃ころからお兄さま一筋なんです。逆夜さん……貴方とは愛の年季が違いますよ」




　プツンッと。

　逆夜は自身の中で何かが切れる感覚を味わった。

　この世界で最も大切にしている『空太に対する愛』を否定された逆夜の眼差しは、黄昏たそがれの闇やみよりも深い黒色に染まっていく。

　たとえ血の繋つながった妹だろうと関係がない――。




「殺す。殺す。殺す。殺す。殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す」




　逆夜はそこで転移領域の魔術基盤を用いて前後左右に大量のナイフを顕現化。

　目の前の相手に向かって投げつける。




「やれやれ。芸のない人ですね」




　逆夜の放った投げナイフは、先さき程ほどと同じように愛海の体に到とう達たつする寸前で落下していくことになる。

　だがしかし。

　ここまでは逆夜にとっても想定の範はん囲い内ない。

　今回放ったナイフによる攻撃は牽けん制せいに過ぎない。

　本来の目的は愛海との距きよ離りを詰つめることにあったのだ。




《空間停止デツドロツク》。




　逆夜が主として用いるこの魔術は、自分の周囲の物体の運動を停止させる効果があった。

　相手がどんな魔術を持っていようが関係ない。

　一度《空間停止》の有効範囲に入ってしまえば、目の前にいる相手は体を斬り刻まれる以外ないのである。

「逆夜さん。やはり貴方は危険です。お兄さまを守るために貴方をこれ以上、近づけることは出来ません」

「黙りやがれぇッ！　このクソビッチがッッ！」

　逆夜は罵ば声せいを浴びせながら《蝕月ハーミツト・ムーン》を駆動させて愛海の機体に接近する。

　彼女が《空間停止》の有効範囲内に入ろうとする直前に異変が起きた。




「逆夜さん。知っていますか？」




　目に見えない『何か』に押おし返されて相手の懐ふところに入ることができない。

　やがてその何かは『重し』となって逆夜の機体の自由を奪うばう。

　相手との距離を縮めることが出来なければ《空間停止》の魔術は何の効力も発揮しない。

　空間停止は物体の運動を停止することは出来ても、この世の物理法則にまで干かん渉しようすることは出来ないのである。




「妹の愛は何よりも重いのですよ」




　愛海が呟つぶやいた次の瞬間。

　重しは一段と力を増して、逆夜の専用機《蝕月》は海面に向けて落下していく。




（これは……重力っ!?）




　逆夜はそこで遅おそ蒔まきながらも、相手が構築している魔ま術じゆつの正体について理解することになった。

　間違いない。

　先程から自分の行動を阻そ害がいするのは重力領域の魔術である。

　けれども、不可解な点がある。

　現存する七種類の魔術の中でも《重力領域》は、《転移領域》・《時空領域》と並んで特別な位置付けがされていた。

　重力領域の魔術基盤の使い道というと、神機を始めとする魔術兵器の動力源となる以外になく――。

　魔術そのものを攻こう撃げきに転用できるほどの魔術師は存在しないはずである。

　正体不明の重力による攻撃を受けた逆夜は、神機を制せい御ぎよすることが不可能になり着水することになった。

「……貴方。何者ですか？」

　潮水で体を濡らす屈くつ辱じよくに耐たえながらも逆夜は、頭上にいる少女のことを見上げていた。




「皐羽愛海。重力領域を司つかさどる七星騎き士しの一人です」




　逆夜の疑問を受けた愛海は、ニッコリと笑みを浮かべて答えるのであった。
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第八話　二つの強さ







　大量に出現した蜥蜴型の禍か鬼きの出現によって空そら太たの視界は黒一色に染まっていた。

　空太は焦あせっていた。

　今回出現した禍鬼は一匹一匹の戦闘能力は大したものではない。

　しかし、驚きよう異い的てきなのはその物量である。

　倒たおしても倒しても全く終わりが見えない。

　蜥蜴型の禍鬼は今もその数を爆ばく発はつ的てきに増加させているように思えた。




（何処だ……。何処にいるんだ……）




　禍鬼の猛もう攻こうによって足止めされた空太はユーナの姿を見失っていた。

　――一刻も早く彼女を見つけなればならない。

　こう数が多くては何時まで敵の攻撃を防ぎ切れるか分からなかった。

　蜥蜴型の禍鬼の尻尾しつぽから射出される多量の魔ま力りよく弾だんを斬り伏せながら、ユーナの姿を捜さがすのであった。





×　×　×






　一方、同刻。

　禍鬼からの攻撃を《反射障壁イクリプス》で無効化しながらも、ユーナは敵の軍勢の中心部に向かって進んでいた。




（さて。そろそろ『奴』の姿が見えてくる頃だろう）




　ユーナは別に考えなしに敵てき陣じんに斬り込んでいるというわけではなかった。

　彼女の狙ねらいはこの騒そう動どうを引き起こしていると原因と思われる《龍災級ジエノサイドクラス》の禍鬼を討うつことである。

　現在確かく認にんされている限りで、禍鬼の戦闘能力について大まかに四つの区分に分けることが出来る。

　それ即すなわち――。

　力の弱い順に《人災級マーダークラス》・《鬼災級ホロコーストクラス》・《龍災級》・《天災級メガデスクラス》の四種である。

　中でも《龍災級》以上の禍鬼の中には、只そこに存在しているだけで禍鬼を生み出し続ける個体がいるということを過去に聞いたことがあった。

　もっとも《龍災級》以上の禍鬼は、過去に出現した事例が少なすぎる故ゆえに分かっていることは少ない。

　禍鬼を生み出す禍鬼の存在もユーナにとっては眉まゆ唾つばものの話であった。




「あの男は今いま頃ごろ……どうしているだろうか」




　ふとユーナの脳裏を空太の影が過った。

　これだけの敵の数である。

　おそらく今頃は防衛を放ほう棄きして安全な場所に逃げ帰かえっているのだろう。

　彼女の村を捨てた軍と同じ思考である。

　結局のところ――。

　弱い人間というのは迫せまり来る脅威に対して逃げ惑まどうことしか出来ないのだから。




「ふっ……。我としたことが戯たわむれが過ぎたな。今は他人のことを考えている場合などではない」




　今回ユーナが敵集団の中心部に接近できているのは、《反射障壁》を搭とう載さいしている恩おん恵けいが大きかった。

　この強きよう靭じんな防ぼう御ぎよシステムがなければ、自分とて敵の弾だん幕まくの前に海の藻も屑くずと消えていたに違いない。




「……ついに敵の本丸の登場か」




　周囲にいる雑ざ魚こたちとは雰囲気が違う。

　明らかにレベルが違う高こう濃のう度どの魔ま力りよくの気配が、直すぐそこまで迫っているのが分かった。

　それから。

　ユーナの視界には、随ずい分ぶんと久しぶりに見るような青い海が入ってくることになる。

　まるで台風の中心部が静かであるかのように――。

　その禍鬼の周囲にだけは一いつ切さいの生物の存在が確認できなかった。




「シュコォォォオオオオオオオオオオオオ」




　さながらそれはタイプ《不定形》と名付けるべきだろうか。

　既き存そんの禍鬼が地球上の何らかの生物の形を模かたどっているのに対し、目の前の禍鬼は何にも似ていない奇き妙みような姿をしていた。

　その全長は優に五十メートルは超こえているだろう。

　ウネウネとした形を持たない胴どう体たいには、所々に人間の顔を彷ほう彿ふつとさせる模様がある。

　見ているだけで吐き気けを催もよおすような生物であった。




（思った通り……これが《龍災級》か）




　これまでに戦ってきた《人災級》・《鬼災級》とは明らかに次元が違う。

　目の前の禍鬼はユーナにそう直感させるだけの禍まが々まがしい魔力を纏っていた。

　先手必勝。

　敵の姿を確認するや否いなやユーナは、《械神エクス・マギカ》に備え付けられた砲門を開いて多量の魔導ミサイルＧＴＭを発射する。




「オオォォォオオオオオオオオオオオオ」




　海上に無数の爆炎が上がり、不定形の禍鬼は奇き声せいを上げる。

　ＧＴＭを受けた禍鬼の体からはポコポコという気き泡ほうが見えた。

（なんだ……効いているのか……？）

　畳たたみ掛かけるようにユーナは、《械神》に備え付けられた魔ま導どう砲ほう台だいから極ごく太ぶとのレーザー光線を射出する。

　光線による攻撃を受けた不定形の禍鬼は、だんだんと体を膨ぼう張ちようさせていく。




（……やけに手て応ごたえが感じられないな）




　ユーナが疑問に感じるのも当然のことであった。

　それもそのはず――。

　不定形の禍鬼の体が溶とけているのは苦しんでいるわけではなく、ユーナの扱あつかう魔導兵器のエネルギーを取り込んでいるだけであったのだった。

　この禍鬼の脅威は体のサイズでも――新しい禍鬼を生み出す能力でもなく――。

　周囲の魔力を取り込んで己の肉体を強化する能力にあった。

　結論から言うと、ユーナは選せん択たくを誤あやまっていた。

　このタイプの禍鬼に対しては中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃は逆効果である。

　最初から全力の攻撃を仕し掛かけなかったことが彼かの女じよの敗因であった。

　やがて不定形の禍鬼は、自らの体の一部を筒つつのように変形させる。




「ふんっ。我に遠えん距きよ離り攻こう撃げきが通用すると思ったか！」




　咄とつ嗟さに相手の狙いに気付いたユーナは、《反射障壁》を発動して相手の攻撃を無効化しようと試みる。

　その直後。

　ユーナの視界を目を開けていられない程の光が覆った。

　筒から放たれた光線は《反射障壁》に衝しよう突とつして大規模な爆ばく発はつを起こしていく。




「ガハッ……」




　刹せつ那な、骨の芯しんまで焼き尽つくされるような強きよう烈れつな熱がユーナの体を覆った。

　ユーナにとっての誤算は、最大までエネルギーを溜ためた敵の攻撃の威力が想像を絶するものだったことにある。

　直ちよく撃げきすれば十キロ以上の距離から天空都市に大きな揺ゆれを引き起こすほどの規格外の攻撃を受けて、《反射障壁》の許容ダメージがオーバーしたのであった。




（……バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな。バカな）




　何重にも身に着けたはずの《械神》の装そう甲こうが、ミシミシと音を立てて瓦が解かいしていくのが分かった。

　自らの戦せん闘とう能力に絶対の自信を持っていたユーナのプライドは、装甲と共に粉々に砕くだかれることになる。




「うわ。うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」




　この時点でユーナは戦意を喪そう失しつしていた。

　強くなることにのみ己おのれの人生の全すべてを捧ささげ、最強の座を恣ほしいままにしてきたユーナにとって、この状じよう況きようは完全に想定外のものであった。

　彼女が信じるものは自らの『強さ』以外にない。

　故にその『強さ』が揺らいでしまった今となっては、彼女を支えるものが何もなかったのである。

　この隙すきを敵は見み逃のがさない。

　不定形の禍鬼は、自ら作った筒にエネルギーを注入して次の攻撃の準備を始める。

　生存本能の赴おもむくままに背を向けようと考えたユーナであったが、周囲にいる禍鬼の軍勢がそれを許さない。

　装甲を纏っていない状態では、逃げたところで徒いたずらに寿じゆ命みようを早めてしまうだけである。




「……嫌いやだ。嫌だ」




　相手の攻撃を防ぐ手段が絶たれているが、かといって逃げることも出来ない。

　パニックに陥おちいったユーナは体を硬こう直ちよくさせていた。

　瞬間、不定形の禍鬼の体内から魔力弾が射出される。

　現実から目を背そむけるために諦あきらめて瞼まぶたを閉じようとしたそのときであった。




「……!?」




　目の前に見覚えのある男の背中が現れる。

　その男はあろうことか禍鬼の体内から生み出された強力な魔力弾を、手にした刀で打ち消した。

　皐さつき羽ば流剣技・終つい新しん二にの太た刀ち――《破は鬼きの皇こう剣けん》。

　この剣技は相手が構築した魔ま術じゆつの最重要クリテイカル基点・ポイントを神速の一刀によって破は壊かいし、魔術のロジックを根本から消しよう滅めつさせるという、空太だけが体得しているものである。

　ユーナにとっては当然のことながら知る由のないことであった。




（……ど、どうして貴様がここに）




　疑問の言葉を口にしようとするユーナであったが、声帯が震ふるえて上う手まく言葉を紡つむぐことができない。

　不定形の禍鬼は、肉体を変化させて無数の触しよく手しゆを作り出す。

　前後左右。

　あらゆる角度から触手が襲おそう。

　敵の攻撃のスピードは音速の域に達しており――。

　ユーナの動体視力では全く追うことのできないものであった。

　空太は迫り来る触手を、手にした《神聖剣アークブレイド》で斬り続ける。




（……信じられぬ。この男……以前とはまるで別人ではないか!?）




　仲間の命を背せ負おった状況下で、空太の動きは以前よりも格段にキレ味を増していた。

　ユーナは此こ処こにきて急激に能力を向上させている空太に対して疑問を抱いだいた。




「どうしてって顔をしているな？」




　そんなユーナの心情を悟さとったのだろう。

　空太は刀で敵の攻撃を防ぎながらもゆっくりと口を開く。




「不思議だよな。誰だれかを守りたいっていう状況になると、不思議と力が湧わき上あがるんだ」




　これまでユーナは不要なものを削そぎ落おとすことで、『強さ』を身に付けていた。

　けれども。

　空太の強さはユーナのそれとは全く性質の異なるものである。

　大切な人を守るという目的を持って強くなった空太は、危機的な状況に追い込こまれてこそ真価を発揮するのだ。




（知らなかった。自分以外に……信用するに値あたいするものがいるというのは、こんなにも心強いものだったのか）




　ユーナが空太の『強さ』を認めた次の瞬間。

　闇やみ夜よを照らす眩まばゆい光が辺り一帯を覆い尽くす。

　光はやがて空太の手にした神聖剣に集約され、銀色の光に包まれた神聖剣はその形状を変化させて行く。

　神聖剣――第二形態《転てん真しんの魔ま剱けん》。

　空太の中にある転移領域ドメインの適正値を感知した《閃煌エスペランザ》は自立成長機能により、その形状をより最適なものへと変化させて行く。

　転移領域の力を纏った神聖剣からは、空太がこれまでに感じたことのない力が伝わってくるようであった。




「皐さつき羽ば！　まずい！　敵が攻撃の準備を始めている！」




　ユーナの指し摘てきを受けて視線を移すと、不定形の禍鬼は体の外側に作った筒の中に驚異的な魔力をため込んでいるようであった。

　直撃すれば《反射障壁》を貫かん通つうさせるほどの規格外の威い力りよくと範囲を誇る攻撃である。

　ユーナの胸を不ふ吉きつな予感が過る。

　次に攻撃を受ければ間違いなく全ぜん滅めつを逃のがれられないだろう。




「大だい丈じよう夫ぶ。俺おれは負けない。信じてくれ」




　だがしかし。

　取り乱すユーナとは対照的に空太の物もの腰ごしは酷く落ち着いたものであった。




（行ける！　この剣なら……っ！）




　新しく出現した神聖剣は、不思議なことにまるで遥はるか昔から愛用しているように手に馴な染じんでいた。

　空太は何故か以前からこの剣の能力・性質を知っていた。

　だからこそ空太は絶体絶命の状況に置かれても冷静さを保つことができたのである。




「シュコォォォオオオオオオオオオオオオ」




　やがて禍鬼の口内から出現した筒から超ちよう高こう濃のう度どの魔力弾が射出される。

　空太は迫り来る魔力弾に対して、避よけるでも、怯おびえるでもなく――ただ不気味なほど落ち着いた様子で周囲の状況を静観していた。

　何故ならば――。

　既にこのとき空太の攻撃は終わっていたのである。




「……!?」




　空太が神聖剣を鞘さやに納めたその直後。

　ユーナの目の前に巨大な魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がる。

　この魔法陣の正体が《転移領域》の魔術に属するものだということは直ぐに分かった。

　けれども、不可解な点がある。

　これほどの規模の魔法陣は、とても個人で構築できるような代しろ物ものではない。

　七星騎士のユーナですら、同一のものを作ることは絶対に不可能と断言できるレベルのものであった。

　どうして目の前の少年がこれほどまでの魔術を構築することが出来たのか？

　ユーナにはそれが分からなかった。

　不定形の禍鬼が射出した魔力弾が目の前を通過しようとした直後――。

　異変は起こった。

　魔力弾は突とつ如じよとして忽こつ然ぜんと形を消し、禍鬼の方向に向けて放たれる。

　空太の構築した魔法陣は、敵の攻撃を反射する性質のものだったのである。




「オォォォオオオオオオオオオオオオ」




　海の上の空に禍鬼の叫きよう喚かんが響ひびき渡わたる。

　最大エネルギーを込めた攻撃を自ら受けることになった不定形の禍鬼は、完全に不意を打たれる形になった。

　その隙をユーナは見逃さない。




「裁きの威光サテライト」




　ユーナが天に向かって右手を掲かかげた次の瞬間。

　宇宙空間に召しよう喚かんされた軍事衛星が地球に向かって膨ぼう大だいな魔力量を含ふくんだ光線を投射する。

　ユーナの必殺の一いち撃げきを受けた不定形の禍鬼はみるみるその体を擦すり減らして縮小していく。

　攻撃が一段落付いた頃には、敵の体は当初の体積の四分の一くらいのサイズまで小さくなっていた。




「皐羽！　今だ！」




　裁きの威光は一度発動すると、次の攻撃までに時間がかかるという特性を有していた。

　ユーナの言葉を受けた空太は《閃煌》を狩かり、刀による攻撃が届く距離まで接近する。

　次に空太が放ったのは皐羽流の中でも最大の破は壊かい力りよくを有する剣けん技ぎであった。







　古く室むろ町まち時代から続いてきた皐羽流剣術は、数ある剣技の中でも『暗殺』を主眼に置いてきた異流剣術である。
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　皐羽流において二撃目という概がい念ねんは存在しない。

　何故ならば――。

　一撃で相手を仕留められないということは暗殺者として恥はずべきことであり、一人の相手に手間取っていては任務の成功率が格段に落ちてしまうからである。

　けれども。

　そんな皐羽流において、天敵と呼べる存在があった。

　即ちそれは――鎧よろい・兜かぶとなどで防御を固めた人間である。




「皐羽流剣技――拾じゆうの太刀《刃は挽びき》」




　こういった手合いの対処として考案されたのが、拾の太刀《刃挽》という剣技である。

　斬きるのではなく、叩たたく。

　相手の体内に『衝しよう撃げきを拡散させること』をコンセプトにしたこの剣技は、鎧ごと肉体を破壊することを可能にしている。

　空太の一撃は大きな効果を挙げられなかったように思えた。

　だがしかし。

　この剣技が真価を見せたのは、攻撃してから暫しばらく後のことである。




　ブチブチッと。




　禍鬼の体内で筋肉の繊せん維いが断だん裂れつしていく音が鳴なり響く。

　拾の太刀《刃挽》の神しん髄ずいは、攻撃後に衝撃を連れん鎖ささせて拡散させることを可能にしている点である。

　このことから《刃挽》には相手の体が大きいほど威力を増すという性質があった。




「オォォォオオオオオオオオオオオオ」




　その気になれば岩山を丸ごと破壊することすら可能な空太の剣技を受けた禍鬼は、断だん末まつ魔まの叫びを上げる。

　全身の細さい胞ぼうという細胞を死し滅めつさせた不定形の禍鬼は、やがて掌てのひらサイズにまで肉体を縮小させ――。

　ついにはその存在を消失させることになる。

　全ての元げん凶きようが討とう伐ばつされたからなのだろう。

　海を覆おおい尽くすかのように増ぞう殖しよくしていた周囲の禍鬼は、嵐あらしが去った後のように消えていた。

　勝負に一段落付いたことを悟った空太は、ホッと胸を撫なで下おろすのであった。







エピローグ　宴うたげの始まり







　それから。

　突如として天空都市を襲った過去最大規模の禍か鬼き襲しゆう撃げき事件に終しゆう止し符ふが打たれてから、二日の時が流れた。




「それでは！　皆みなさまの無事を祝いまして乾かん杯ぱいです！」




　今現在、男だん子し寮りようの共用ロビーには空そら太た・フェリシア・冬ふゆ華か・愛あい海り・イクイクの五人が集まりテーブルを囲んでいた。

　事件に区切りがついたことで、男子寮のメンバーは作戦の慰い労ろう会かいを催していたのである。




「それにしても今回ばかりは生きた心ここ地ちがしなかったわ。アタシ……あそこまで多くの禍鬼を一度に見たのは生まれてから初めてだわ」

「ここのところ物ぶつ騒そうなニュースばかり耳にするわ。何か……世界の環かん境きようが変化しているのかも」




　防衛任務に当たっていたフェリシア＆冬華は、口々にそんな言葉を残していた。

「お兄ちゃんは何か知りませんか？」

「何のことだ」

「先日の事件のことです。あれだけ沢たく山さんいたはずの敵が消えるのは不自然なことでした。今回の事件には、何か裏があるように思えてならないのです」

「ごめん。俺も自分のことで手て一いつ杯ぱいだったからな」

「スィ。そうですか……」

　本当は真相を知っていたのだが、空太はイクイクの追つい及きゆうを誤ご魔ま化かすことにした。

　何な故ぜならば――。

　今回の事件で発生した《龍災ジエノサイド級クラス》の禍鬼については、絶対に他人に情報を漏もらさないように静しず流るから釘くぎを刺さされていたからである。

　冬華の言う通り――。

　ここ最近、禍鬼の出現数は、増加の一いつ途とを辿たどっている。

　そこに追い打ちをかけるように《龍災級》の禍鬼が出現したというニュースが公のものになれば、世間を徒いたずらに混乱させかねない。

　今回の事件の真相については魔術省の中だけで処理した方が良いだろう、というのが静流の判断であったのだ。




「失礼。邪じや魔まをするぞ」




　突如として男子寮の共用ロビーに聞き覚えのある声が鳴り響く。

　声のした方に目をやると、小こ柄がらな体たい躯くの銀ぎん髪ぱつの少女がそこにいた。




「ユーナ！　今まで何処どこに行っていたんだよ!?」




　彼女の姿を見るなり空太は疑問の声を上げる。

　ユーナと再会するのは、先日の事件以来、二日振ぶりのことであった。

「ああ。今回の事件について聞きたいことがあるというＩＭＵの要よう請せいがあってな。祖国に呼よび戻もどされていたのだよ」

「……そうだったのか」

　ユーナが素す直なおに答えてくれたことに対して空太は驚おどろきを隠かくせないでいた。

　これまでの傾けい向こうから空太は、絶対に煙けむに巻まかれると考えていたのである。




「あ！　そう言えばユーナさんの席を作らなければいけませんね！　愛海たちは作戦の慰労会をやっていたのですよ」




「すまないな。妹殿どの。自分で出来るが故に、心配には及およぶまい」

　気を利かせた愛海が席を立とうとするが、ユーナの一声によって止められることになる。

　ユーナは部屋の隅すみに置かれていた椅い子すを手に持って無言のまま空太の隣となりに置く。

　男子寮の女子メンバーは、大だい胆たんにもノータイムで特等席を奪うばったユーナの行動に度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

「皐さつき羽ば空太。我は貴様に……いや、貴様たちに謝らなければならないことがある」

「？　どうしたんだ急に？」

「これまでは我は強くなるためには、仲間という存在は邪魔なものだと決めつけていた。

　しかし、実際は違ちがった。貴様が教えてくれた。友を守るという覚かく悟ごを持つことで強くなる人間がいるということをな」

「そうか。ユーナが俺のことを認めてくれたみたいで嬉うれしいよ」

「皐羽空太。非礼を承知で……折り入って貴様に頼たのみたいことがある」

　意を決して切り出だしたユーナの仕草は、何処どこかモジモジとしたものであった。




（あ。このパターンはもしかして……）

（二度あることは三度あるということなのかしら）

（流石さすがはお兄さまです！）

（お兄ちゃんは罪作りな人です……）




　ユーナの態度を目まの当あたりにした女子メンバーは、心の中に様々な思おも惑わくを抱きながらも次の言葉を待っていた。




「我の友達になって欲ほしい」




　その言葉は男子寮にいる女子メンバーにとっては、些いささか肩かた透すかしにも感じられるものであった。

　何故ならば――。

　ユーナが空太のことを異性として意識していることは、彼女の態度から察するに明白なことだったからである。

「今にして思えば我は……ずっと互たがいを高めるような友人を求めていたのかもしれん。皐羽空太。貴様なら我と共に研けん鑽さんを積んでいくパートナーとして申し分のな……」

「喜んで！　よろしくな。ユーナ！」

　ユーナの言葉を受けた空太は、最後まで待たずしてガッチリと握あく手しゆを交かわす。




「ふにゃ!?」




　ゴツゴツとした男らしい空太の掌の感かん触しよくは、ユーナの心しん拍ぱく数すうを徒に速めていくものであった。

「～～～～ッ！」

　空太の行動は、『友達になって欲しい』という告白だけでも限界までドキドキしていたユーナに追い打ちをかけるものであった。

　結果。

　男に対する耐たい性せいが全くないユーナは『ぷしゅー』という音を立て頭の中をショートさせてしまう。

「おい！　大丈夫か!?　しっかりしろ！」

　転移領域ドメインの七星騎き士し――ユーナ・バイルシュタインの加入によって男子寮は更さらに華やかさを増して行くのであった。





×　×　×






　一方、同刻。

　時空領域の七星騎士――姫ひめ吊づり逆さか夜よはすこぶる不ふ機き嫌げんであった。

　彼女の脳のう裏りに焼き付いて離はなれないのは、二日前の皐羽愛海との屈くつ辱じよく的てきな戦闘である。

　投げナイフを主体にして戦闘する逆夜にとって、重力を自在に操あやつる愛海は天敵と呼べる存在であった。

　逆夜の攻こう撃げきは全て重力のシールドによって遮しや断だんされることになり――。

　相手の体にまで刃を届けることが出来ない。

　それから。

　互いに決定打を持たないこの勝負は平行線を辿って、両者引き分けのまま幕を閉じることになったのである。




（まさか逆夜を此処まで苦しめる相手が……この世にいたなんて）




　アジトに戻った逆夜は、親指の爪つめを噛かみながら作戦室の扉とびらを開ける。

　直後――。

　視界に飛び込んで来た人物を見るなり、逆夜の眼まな差ざしはキラキラとしたものになる。




「お、お父様!?」




　その人物、皐羽鉄てつ心しんは部下である黛まゆずみ莉り玖くと共に何やら真しん剣けんな雰ふん囲い気きで会話しているようであった。

「逆夜か。暫く見ない間に逞たくましくなったな」

「嫌ですの。お父様ったら。年とし頃ごろの女に向かって『逞しくなった』というのは失礼じゃありませんこと」

　先さき程ほどまでの苛いら立だちは何処にやら――。

　鉄心との再会を果たした逆夜はすこぶる上じよう機き嫌げんになっていた。

「逆夜。総そう帥すいは取り込み中だ。暫く席を外せ」

「まあまあ。いいじゃねーか。逆夜だって部外者というわけでもないんだしな」

　莉玖は気に入った人物を何処までも甘あまやかしてしまう組織の長に対して、非難の視線を向けていた。

　皐羽鉄心という男がユベルの総帥の地位に就ついたのは、今からおよそ二年前のことであった。

　このポストに鉄心が就くことになったのは、雪ゆき城しろ斗とう真まという男の強い推すい薦せんがあったからに他ならない。

　現在組織の最大のスポンサーとなっている斗真の意見は、組織の内部でも無視が出来ないものになっていた。




「それでは話を続けさせて頂きます。先日の太平洋上に出現した禍鬼の件ですが、やはり《龍災級》によるものであったということが判明しました」




「そうか」

「今年に入ってから全国に出現した瘴霧の数は既すでに五十を超こえています。この中でも既に発芽が近いと思われるものは十件近く。既に禍鬼の自然発生は我々の力でコントロール出来る域を超えています」

「…………」

　部下からの報告を受けた鉄心は無言のままタバコに火を灯ともす。

　莉玖は雪城斗真という男のことが嫌きらいだった。

　人間をモノとして扱わず自分を顧かえりみない斗真の言動は、莉玖にとって不快なものである。

　斗真と鉄心。

　二人が一体どういう経けい緯いで手を結ぶことになったのか莉玖は知らない。

　だがしかし。

　奇き妙みようなことに莉玖は鉄心に対してだけは全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いていた。

　その理由は莉玖自身も上手く説明することが出来ないのだが――。

　目の前の男には不思議と人を惹ひき付つける『何か』が存在していた。




「世界の終わりが近づいている。神聖剣アークブレイドの覚かく醒せいを急がなければならない」




　窓の外を眺ながめながら鉄心は、タバコの煙けむりを吐はき出して物もの憂うげな眼差しで呟つぶやくのであった。







あとがき







　柑橘ゆすらです。

　そんな感じでソード＆ウィザーズ４巻でした。

　今巻は新たに登場した転移領域の七星騎士――ユーナ・バイルシュタインというヒロインが活躍する話になっています。

　１巻が出る前から作者の頭の中にいたヒロインだったので「ようやく会えたな！」という気分です。

　クライマックスのヤンデレ対決についても、１巻の発売前から考えていたネタだったので書いていて手が止まりませんでした。

　ＮＩΘさんに書いて頂いたユーナのイラストはどれも素晴らしく、テンションが上がります。

　特にユーナの神機デザインは、今巻最大の見所と言っても過言ではありません。

　まだまだ温めているネタはありますので、次巻以降も楽しみにお待ち頂ければと思います。

　以下、宣伝タイム。







【グッズの宣伝】

　ソード＆ウィザーズのフィギュアが絶賛予約受付中です。

　この巻のオビにも登場していますが、今のところフェリシア＆冬華のフィギュアが作られているみたいです。

　どちらも素晴らしいクオリティですので、気になった方は公式ＨＰを参照頂ければと思います。

　作者も早く部屋に飾りたくてウズウズしています。







【本の宣伝】

　この本の発売日は２０１６年２月１日となっているのですが、１日後には講談社ラノベ文庫より異世界支配のスキルテイカーというライトノベルが発売します。

　ソード＆ウィザーズが剣術を極めた高校生が主人公であるのに対して、異世界支配のスキルテイカーは武術を極めた高校生が主人公になっています。

　ソード＆ウィザーズを楽しめた読者の方なら、こちらも楽しめると思いますので何卒よろしくお願いします。




　それでは。

　次巻で再び皆様と出会えることを祈りつつ――。


柑橘ゆすら
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